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　「守真志満」この言葉は、私の勤務校の校長室に飾られている
額の言葉です。「真を守れば志は満たされる」。つまり、「自分が誠
実であれば心が満たされる」という意味です。
　人道とは、まさに、この誠実な心の表れではないでしょうか。
「困っている人を助ける」「人が苦しんでいたら手を差し伸べる」
というように、真に人を助けたいという誠実さが行動となって
表れ、それは決して見返りを求めるものではなく、人のために尽
くすことで自分の心も満足することができるのです。
　2018年は、自然災害が多発しました。4月の島根県西部地震、6
月の大阪府北部地震、7月の西日本豪雨、9月の北海道胆振東部地
震、そして、相次ぐ台風による被害等、今や災害はいつ、どこの地
域でも起こり得る現象となっています。
　私の住む福井県でも2018年２月に、37年ぶりに大雪が降り、
福井市では147cmと、平年の６倍もの積雪量を記録しました。
この大雪の影響で、除雪が追いつかず、市内の小中学校では最大
５日間の休校を余儀なくされました。　
　そんな中、県内各地では様々な支援がなされました。1500台
もの車が立ち往生した国道８号線では、近隣の住民たちが食料
を提供したり、救護所を設けたりしました。本校でも、PTAの
役員と教職員が手分けして学校付近の歩道や交差点等の除雪を
行いました。中には親子で通学路や歩道の除雪などを行う姿が
見られました。
　2018年8月に山口県で行方不明になっていた2歳児を発見
した男性の「スーパーボランティア」とはいかないまでも、「何か
役に立ちたい」「助けたい」という気持ちがこのような活動につな
がったのです。
　誠実な心を持ち、自分ができることから始めることが人道の
第一歩なのです。そして、この誠実な心が一人でも多くの人に
広がり、人道の輪が大きくなっていくことを願っています。

青少年赤十字全国指導者協議会
福井市明新小学校校長

会 長 澤田　佳久
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ᡔಌಥ㤉಑౭ᢥವ㖓ᓢ౺೔ഝೳഝ಑‪಑
ㄞವↂ≅౺ಡ౺ಂన೔ഝೳഝ಑≅‪಑ᅽಎ
ಒ日本ംഔೱഝಋ⟝ᘇ಑ᡔಌಥಂ಄಑ᐚ
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青少年赤十字海外支援事業

人生であまりない経験ができてよ

かったです！自分の名前が残る

ことはすごい事だと思いました！

石川県  大家 秀喜さん
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　೶ഋഝೠ೅ഁಊಒధ日本಑ᴺಭⶰವᴺಆಂಭధ᝺౰಍㶽ಜ⛴ಧᬧ
ᰪ಍ủ⮇ధᣣ⁖಑᜴ಎಇ౧ಉಥ㗩ಭᐕಆಂംഔೱഝಂ಄నྵ ေಕ
ಋಭ಑᭄ಎ⌐ಮ౼ಓಬ౺౧ᡥ⃔㖓ᓢಋ಍ಭಡ౺ಂన 
　⌿日಑೼ഝഁഌഝ 䈮ഁംഔೱഝಋሉ⢌ಊᢓἥ౸ಯಮၷ㙸䈯ಊಒధ
䈷日಑ᶔಭ㢩ಭಋ⼪日಑目∭ವ⫘㗝నಀ಑日ಎኒಂᏨ⧧ಒ⋈಑日
ಎ⺌౵಍౯ಬల౶ಯ౮ಬ⭼ಂ಄ಎಌಶ಍౶ಋ౯ಊ౰ಮ౮䉅ళವ⽊౫
ಂംഔೱഝనတ↽ಎ㯘౼ಮ㥫ኛಊಥధ೩೅഍಑Ỳ౯⢌ᬤỲಎᣜ౺
ಉಡಃᣭ಍౧಑ಊಒ಍౧౮ధೕഀⲾವಥಆಋ㖖⻯౺ಂಞ౩౯౧౧
಑ಊಒ಍౧౮ధಋỏᓼ☟ಥ㔸ಇ౴ಮ౶ಋ౯ኒ⁖ಡ౺ಂన
　ംഔೱഝಒᡥ⃔಑␜ጬಧ⪆ᄋ಍ಌ಑≝ၷವኰ⢕౺ధြᗉ಑೚ೠ
೨ೄഝ೥ೃഝಊᡥಶಃ౶ಋವJRCംഔೱഝಎၹ౫ಉ౧౰ಡ౼నಡ
ಂధတᬟ⪆ᄋಊႣ᳙౺ಂぷኛ಑␜ጬ㕺⢤ವᣭ౺౽ಇᢓ㑯౺ಉ౧౲
಍ಌ౶ಯ౮ಬ಑␜㟫౯․ᬙ౸ಯಡ౼䈧䈧

青Ⅹ⧯　⮃⢛త␡—さん
　⍱ಧ㑻⢌㳨౯大౰౲ᬇ㵏౼ಮ೮ೲഝഌ಑㶽ỿ
፡ವ⛽ಎᡥಖಂ౧ಋᮂಆಉ౧ಡ౺ಂన
　೮ೲഝഌಊಒ᡿ሡ಍⍱౯ᨧಎ౥ಮಋಒ㰭ಬ
౽ధἋ⟤ಎಒ⏆ವᜮ౲Ⴜಆಉጂ⚈౺ಉ—ᢢᬸ⢌⛴಍ಌವ⌮┉౺
ಉ౧ಂᎩ㚸౯౥ಭಡ౺ಂన౶಑ⷖ㹪ವ␜౮౺ధ࿉⢲ಊಥᅦ᩵✛᱖
ವᄂ಄⃈㷚ლ಑㻀౧❝ⰧವḀ⃱ಊ౰ಮಫ౩಍ᗞ㱤⃈㷚ᡥ಑⩭㙪
಑౥ಮ⃈㷚ᜎಎ಍ಭಂ౧ಊ౼న

　ೌ೩೿ഔ೛ᨈሷ಑ೡഌೱഝ
ഌᩙ᚝ಎ౥ಮల೐೿ഋ಑㷱ళన
౶౶ಎಒ೮ೲഝഌ➘ᗞ಑᡾㙽
⭂಑⢌ಡಯᜠಲಭಋ౧ಲಯಮ
ᣭᝲ౯႖ಶಊ౧ಡ౼న೐೿ഋ
಑ᡛᘀಒᗞጸಎᬇ㵏౼ಮಋಡ
ಊ㕳ಲಯధ೮ೲഝഌ಑ေఫಎ

᜸㰕ᩥ　⦑᚝త⭆࿮ွさん
　⭼಑ᣣ⁖಑᜴ಒధ೐ഋ೉೅೧ೄ೷಍⦈ᰓವ㣛
౻ಉ⟝ᘇ಑ေఫಛ಑ధᴨ㑴Ḁვధủ⾸ధ೶ೈೃ೩
഍ഝ೪ವᢓἥ౺ಀ಑ᗞವ⃤本⦑ಎỏ㳮౸౾ధ⦈
ᤝ㣕྾ᗞವ᳙⚀ᗞಡಊ᳙㮺౸౾ಬಯಮಫ౩಍ၷ社ವዥಮ౶ಋಊ
౼న౶಑᜴಑ಂತధြᗉ಑೥ೃഝಒ大౰಍Ꮹ⯬ಎ಍ಭಡ౺ಂన

♶‭⧯　⃤ᥙతᒋさん
　⭼ಒధᣬᡥ⢌಑㵒౮ಬ赤十字಑ገ⢐᨝ಋ౺ಉ
㣕྾ᗞಊ␜ጬ౼ಮတ౯᜴ಊ౼నြᗉ᭩㶐ಃಆಂ
౶಑⪆ᄋಎᏟጂኒ⁖ಮಋኛ౮ಆಂᾈಒధ大ᜠᠺ
౺౲ధြಡಊぷኛ಑ᶇᳪ౺ಂ౶ಋ౯♆౧တಎೢഄ഍ഔ೙ኒ⁖ಮ
ಋ౧౩․ᬙಊ⿢౯౧ಆಔ౧ಊ౺ಂన౶಑⪆ᄋಊᡥಶಃ౶ಋವ౺ಆ
౮ಭಋᑔಭಎᩙತၹ౫ಉ౧౲ᭆ㔱౯౥ಮಋᮂಆಉ౧ಡ౼నぷኛ౯
ኒ⁖ಮ౶ಋವ日ఫᷢ౺ధጵ㨁␜ጬಧം೨ೄೃವႼಆಂᩙ᚛಍ಌధ
೮ೲഝഌ಑౶ಋವᩙತ಍౯ಬ౶ಯ౮ಬ಑㳜ᣭᩋ赤十字಑␜ጬಎ
⢌౮౺ಉ㑯౰ಂ౧ಋᮂ౧ಡ౼న

⭝᥵⧯　ᘑ⢛　実⶚౸ಶ
　೐೿ഋಒᾭ㣛಑ᡔვಋᐙ౻ಫ౩ಎ㕌ሄಊ
Ῑಬ౺ಂಭధ㣿ಶಃಭᡥ⃔ಛ㣛౩တ౯ኒ⁖
಍౧ಋ౧౩㤀ᑤವ⿃㛡౩౶ಋಎ಍ಮ౶ಋವኩತಉ⩭ಭಡ౺
ಂన೐೿ഋಎ಍ಮᡔಒಋಉಥᐆᰵಀ౩ಃಋᮂಆಉ౺ಡ౧ಡ
౼౯ధ೮ೲഝഌ಑ၹⷰỿ፡ವ᡾ಆಉ౧౮಍౧ಋ౧౴಍౧಑
ಊధಋಉಥ㲙౺౧ᓢ㶅ಃಋᮂ౧ಡ౼న

ಋಆಉಒಋಉಥ㧽㔱಍ᡛᘀ಍಑ಊ౼న
　ಀಶ಍೐೿ഋಒᩋỲᗉ಑⭋ಭၒᜫಎಒᜫಎኒಮ౶ಋಒ♆౲ధᜫ
ኒᾈಒᘇಎ㝦ವಇ౴ಮ౶ಋ౯ኒ⁖ಡ౾ಶనಀಶ಍ತಆಂಎၷ౩౶
ಋ಑ኒ⁖಍౧೐೿ഋ಑౭㶌ವ㔸ಮ౶ಋ౯ಊ౰ಂ⭼ಂ಄ಒಋಉಥᩏ
㤀ಊ౺ಂన೐೿ഋ಑ᡛᘀಎ㤥ಓಯ㷱ಎሞಮ㱤ಒ࿏㕌ಋ㲘ಯಮ౶ಋಋ
಍ಭᡥ⃔ಛ㣛౩౶ಋಥኒ⁖౽⭂ಋ౺ಉ಑ᶔಮウ౧ವủ⾸౸ಯಡ౼న
ಡಂధ೐೿ഋಋ౺ಉ಑ᬎ目ವⷎ౫ಂ౥ಋಥⷚ៱ಧ⢌␜ಎಇ౧ಉಥぷ
Ⱗ౺ಉ⢌౰ಉ౧౲တ౯㲙౺౧⟝✛౯ᬙಆಉ౧ಮ಑ಊ౼న

ర೐೿ഋの㷱ఱಋಒ䉅

カトマンズ市内観光へ　

೐೿ഋ಑Ῑಬ౼㷱䈮೐೿ഋ಑㷱䈯

⭂ᝑ᧭⧯　ᨧ᧭త⼅⼡さん
　ᡥ⃔಑ᡔಌಥಂ಄ಒధ⭼ಫಭಥᣣ⁖ಛ಑⽊౫
౯ᗝಡಆಉ౧ಉధಡಂధಀಯಎᣜ౼ಮ᫛౧ᰪ᭓
ಥ᰸౻ಡ౺ಂన⭼ಥ౯ಶಓರ౩䈧

ራᩮ⧯　᪗◜తさん⎴‫
　ᡥ⃔ಊಒధಡಃ೩೅഍಑Ỳ౯ᣭ಍౧಑౮಍ಋ
ᮂ౧ಡ౺ಂన࿁㑻⢌಍✛᱖ವ౰ಯ౧ಎ౼ಮ౶ಋ
ಒኒ⁖ಉ౧ಮ಍ಋ᰸౻ಂ಑ಊధြᩪಒಀಯವᄂ
ಇἣ⏜ವၹ౫ಬಯಂಬಋᮂ౧ಡ౼䈧

᥇ᤲ⧯　ᣬ㧾త㱌㸜さん
　⟝ᘇಛ㑯౮಍౧ಋಲ౮ಬ಍౧౶ಋವᡥಙ౶ಋ
౯ኒ⁖ಉధಋಉಥ㛱㧽಍ႚ㹪౯ኒ⁖ಡ౺ಂన　
౶಑ⷖ㹪ವ⢌౮౺ಉధ೮ೲഝഌಎಇ౧ಉಥಆಋ
⦓ಎ⩭ಆಉ㛮౫ಮಫ౩ಎ␜ጬ౺ಉ౧౰ಂ౧ಋᮂ
౧ಡ౼䈧

 ᤲ᫺⧯　᥇⢛త₩Ⴑさん

　౶಑ྵ㣬㯎ಊྵ番Ⴜಆಂ㕳ㇴಊ౥ಮల೫೿೚
೧ళಒధ࿏ᴆವᐕಲ౾ధ⧡ᴆ಑目ವ㔸ಉႼ౧ಡ౼న
౥౧౸ಇವ౺౥౩大ኜ౸ಧᠺ౺౸ಎ㕦ಯಮ౶ಋ
౯ಊ౰ಡ౺ಂన

スタディーツアーを経験して…

何だろう？
私たち これからできる

ことは

に

豆知識：クマリの選び方はとても独特。牛の切り落とした首が置いてあ
る部屋で驚かずに泣かない（動じない）…などの試験をクリアした少女が
クマリになる事が出来るのです。
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■
ネ
パ
ー
ル
で
の
活
動
状
況

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
︑﹁
持
続
可
能
な
水
と
衛
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂と
題
し
て
︑子
ど
も
た
ち
が
衛
生
的

な
行
動
を
身
に
つ
け
る
知
識
と
技
術
を
得
て
︑家

庭
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

事
業
開
始
2
年
目
の
今
年
は
︑支
援
先
の
シ
ャ

ン
ジ
ャ
と
パ
ル
バ
ト
の
郡
の
学
校
で
︑青
少
年
赤

十
字
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
︑手
洗
い
の
重
要
性
や

簡
易
手
洗
い
場
の
作
り
方
な
ど
の
研
修
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
41
回
実
施
し
︑1
0
6
3
人
の
青
少

年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
が
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

た
︒
ま
た
︑﹁
正
し
い
月
経
の
知
識
を
知
っ
て
生

活
を
変
え
よ
う
﹂と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
︑

月
経
衛
生
管
理
に
関
す
る
授
業
が
92
回
開
催
さ

れ
︑1
8
8
5
人
が
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
︒

　

2
0
1
8
年
10
月
に
行
わ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
は
︑子
ど
も
た
ち
が
衛
生
を
テ
ー
マ
に
し
た

劇
を
作
っ
た
り
︑水
を
大
切
に
す
る
必
要
性
を
歌

に
乗
せ
て
ダ
ン
ス
と
共
に
披
露
し
た
り
︑活
動
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
知
識
を
会
得
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑子
ど
も
た
ち
が
学
校
内
だ
け
で
は
な

く
︑自
分
た
ち
で
地
図
を
作
り
な
が
ら
地
域
の
家

庭
訪
問
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
︒
学
校
だ
け
で
は
な
く
家
庭
で
も
︑台
所
で
水

は
き
れ
い
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
︑ゴ
ミ
は
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
︑な
ど
定
期
的
に
訪
問

し
て
︑チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
︑衛
生
に
関
す
る
知

識
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
︑そ
れ
を
伝
え
た
り
活

動
に
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　
﹁
青
少
年
赤
十
字
海
外
支
援
事
業
﹂は
︑日
本

の
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の
奉
仕
精
神
を
醸

成
し
て
︑対
象
国
赤
十
字
・
赤
新
月
社
の
青
少

年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の
健
康
・
安
全
の
確
保
を

図
り
︑国
際
理
解
・
親
善
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
︒
青
少
年
赤
十
字
活
動
資

金︵
1
円
玉
募
金
︶が
財
源
の
一
部
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
の
事
業
は
︑支
援
を
受
け
た
子

ど
も
た
ち
が
活
動
の
中
心
に
な
り
主
体
的
な
担

い
手
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
︒
支
援
対
象
国
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
と
バ
ヌ
ア

ツ
か
ら
事
業
の
進
捗
に
関
す
る
報
告
が
届
き
ま

し
た
︒

青
少
年
赤
十
字

海
外
支
援
事
業
2
年
目
報
告

人口：2,649万人 
首都：カトマンズ　

ネパール
人口：
首都：カトマンズ　

ೋഝ೚೩ഊഋೃ

ೲ೸ೃജ೬ആഝ೏೬ೃ

バヌアツ

人口：26.5万人 
首都：ポートビラ　

バヌアツ共和国

ネパール

バヌアツ

⶝6,480km

⶝5,095km

ᘇᙪಎಥᴆ␄౧ᢓ㞒౯ᾭᏥ౺ಉ౧ಮ㰚☂಑⩭㙪ವᡥಙᡔಌಥಂ಄

ệḖሉ಑ᡥ⃔಑ሉ⢌ಋ಑ഀഝ೧ೄഔ೑ ᑔ㢕ᘇᙪ⃔ಋ಑ᐕᐙ㤪㲙㖂⹔ ⴇὢᴆ␄౧᚝ಊᴆವ␄౩ᡔಌಥ

౶ಯ౮ಬឦಡಮ㰚☂ủ⾸ವᡔಌಥ㤉ಎ
ၹ౫ಮೱ೭ೃ೥赤十字⾒ᒤ

–ⷖ⢕೫೸೎ഔವႣ᳙౼ಮᡔಌಥಂ಄

ደಊ㑻⢌ಎಇ౧ಉၹ౫ಮᡔಌಥಂ಄

1

,

,

ệḖሉ಑ᡥ⃔಑ሉ⢌ಋ಑ഀഝ೧ೄഔ೑

㰚☂಑⩭㙪ವᡥಙᡔಌಥಂ಄

ᑔ㢕ᘇᙪ⃔ಋ಑ᐕᐙ㤪㲙㖂⹔ệḖሉ಑ᡥ⃔಑ሉ⢌ಋ಑ഀഝ೧ೄഔ೑ ᑔ㢕ᘇᙪ⃔ಋ಑ᐕᐙ㤪㲙㖂⹔ ⴇὢᴆ␄౧᚝ಊᴆವ␄౩ᡔಌಥ ደಊ㑻⢌ಎಇ౧ಉၹ౫ಮᡔಌಥಂ಄ⴇὢᴆ␄౧᚝ಊᴆವ␄౩ᡔಌಥ ደಊ㑻⢌ಎಇ౧ಉၹ౫ಮᡔಌಥಂ಄

ᘇᙪಎಥᴆ␄౧ᢓ㞒౯ᾭᏥ౺ಉ౧ಮ –ⷖ⢕೫೸೎ഔವႣ᳙౼ಮᡔಌಥಂ಄ᘇᙪಎಥᴆ␄౧ᢓ㞒౯ᾭᏥ౺ಉ౧ಮ –ⷖ⢕೫೸೎ഔವႣ᳙౼ಮᡔಌಥಂ಄㰚☂಑⩭㙪ವᡥಙᡔಌಥಂ಄ ౶ಯ౮ಬឦಡಮ㰚☂ủ⾸ವᡔಌಥ㤉ಎ
ၹ౫ಮೱ೭ೃ೥赤十字⾒ᒤ
౶ಯ౮ಬឦಡಮ㰚☂ủ⾸ವᡔಌಥ㤉ಎ
ၹ౫ಮೱ೭ೃ೥赤十字⾒ᒤ

㰚☂಑⩭㙪ವᡥಙᡔಌಥಂ಄ ౶ಯ౮ಬឦಡಮ㰚☂ủ⾸ವᡔಌಥ㤉ಎ
ၹ౫ಮೱ೭ೃ೥赤十字⾒ᒤ
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■
ネ
パ
ー
ル
で
の
活
動
状
況

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
︑﹁
持
続
可
能
な
水
と
衛
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂と
題
し
て
︑子
ど
も
た
ち
が
衛
生
的

な
行
動
を
身
に
つ
け
る
知
識
と
技
術
を
得
て
︑家

庭
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

事
業
開
始
2
年
目
の
今
年
は
︑支
援
先
の
シ
ャ

ン
ジ
ャ
と
パ
ル
バ
ト
の
郡
の
学
校
で
︑青
少
年
赤

十
字
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
︑手
洗
い
の
重
要
性
や

簡
易
手
洗
い
場
の
作
り
方
な
ど
の
研
修
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
41
回
実
施
し
︑1
0
6
3
人
の
青
少

年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
が
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

た
︒
ま
た
︑﹁
正
し
い
月
経
の
知
識
を
知
っ
て
生

活
を
変
え
よ
う
﹂と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
︑

月
経
衛
生
管
理
に
関
す
る
授
業
が
92
回
開
催
さ

れ
︑1
8
8
5
人
が
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
︒

　

2
0
1
8
年
10
月
に
行
わ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
は
︑子
ど
も
た
ち
が
衛
生
を
テ
ー
マ
に
し
た

劇
を
作
っ
た
り
︑水
を
大
切
に
す
る
必
要
性
を
歌

に
乗
せ
て
ダ
ン
ス
と
共
に
披
露
し
た
り
︑活
動
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
知
識
を
会
得
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑子
ど
も
た
ち
が
学
校
内
だ
け
で
は
な

く
︑自
分
た
ち
で
地
図
を
作
り
な
が
ら
地
域
の
家

庭
訪
問
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
︒
学
校
だ
け
で
は
な
く
家
庭
で
も
︑台
所
で
水

は
き
れ
い
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
︑ゴ
ミ
は
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
︑な
ど
定
期
的
に
訪
問

し
て
︑チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
︑衛
生
に
関
す
る
知

識
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
︑そ
れ
を
伝
え
た
り
活

動
に
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

■
バ
ヌ
ア
ツ
で
の
活
動
状
況

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
東
に
位
置
し
83
の
島
で

構
成
さ
れ
る
バ
ヌ
ア
ツ
は
︑人
口
24
万
人
︑面
積

は
新
潟
県
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
す
︒
地
震
や
津

波
︑火
山
噴
火
や
サ
イ
ク
ロ
ン
︑洪
水
と
い
っ
た

災
害
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
︑

2
0
1
5
年
3
月
に
は
巨
大
サ
イ
ク
ロ
ン
で
人
口

の
70
％
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
︒
そ
こ
で
バ
ヌ
ア

ツ
赤
十
字
社
で
は﹁
学
校
に
お
け
る
防
災
減
災
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂と
題
し
て
︑公
的
に
学
校
に
お
け
る

災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
や
防
災
の
正
し
い
知
識
を
得

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

２
０
１
８
年
７
月
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
は
ま
ず
︑ポ
ー
ト
ビ
ラ
の
メ
ラ
小
学
校
と

シ
ー
サ
イ
ド
小
学
校
を
視
察
︒
年
に
3
回
の
避

難
訓
練
を
行
い
︑防
災
教
育
と
し
て
地
域
住
民
や

生
徒
に
対
し
て
津
波
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

伝
え
て
お
り
︑教
員
側
も
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
を

示
し
て
い
る
と
こ
が
分
か
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑ア

ン
バ
エ
島
の
ロ
ン
ブ
リ
タ
ロ
小
学
校
で
も
サ
イ

ク
ロ
ン
︑地
震
や
洪
水
︑干
ば
つ
等
自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
︑防
災
減
災

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　目黒星美学園は東京都世田谷区にある中高一貫のミッションス
クール。同校は、毎年希望者を募り、東日本大震災の被災地である
宮城県へボランティア研修を行っています。中学3年生のときに
初めてこの研修に参加した生徒は、「被災地の方と話すのは初めて
でした。石巻市の大川小学校に訪問し崩壊した校舎内でガイド
の方から聞いた話は今でも忘れられません」と語ります。
　研修から生まれた新たな取り組みの中で発案されたのが、「魔
法の携帯トイレ」。災害発生時、家屋倒壊や断水などでトイレが
使えなくなると、トイレの利用を減らすため、水分や食事を控
える被災者が増加。結果として、脱水症状や慢性疾患が悪化し
てしまうという悪循環を引き起こしかねません。このように、
生活に必要不可欠なトイレ問題。災害時のトイレを、「あったら
良いもの」から「なくてはならないもの」への意識改革を行って
います。
　同校は女子校で、「魔法の携帯トイレ」はそんな女子生徒の視
点から誕生しました。臭いの放出されない袋、中が見えない黒ポ
リ袋、液体をジェル状に固めるシートが１パックになっており、
イラストの描かれた可愛らしいパッケージなど、抵抗なく持ち
歩いてもらうための工夫が凝らされています。
　この問題に取り組むようになったきっかけについて、生徒は
「ボランティア研修で、宮城県の荒浜中学校で活動した先輩が、3
月11日の卒業式の日、震災後にトイレが使えなくなり、壁に飾っ
ていたペーパーフラワーを使ったということを耳にしました。
この話を聞き、震災後の混乱した状況が伝わってきて、さらにト
イレの必要性を広めるきっかけになりました」と話します。

目黒星美学園中学高等学校では防災への取り組みとして、
被災地で使える「魔法の携帯トイレ」の普及活動を行なって
います。女子生徒ならではの視点が生かされた活動につい
て紹介します。

目黒星美学園中学高等学校

海外だけではない！水と衛生問題

目黒星美学園中学高等学校目黒星美学園中学高等学校

海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題海外だけではない！水と衛生問題

目黒星美学園中学高等学校目黒星美学園中学高等学校

海外だけではない！水と衛生問題

東日本大震災からヒントを
得た災害時トイレ問題

■ 学校外に広がる社会還元のサイクル

■ 女子生徒の視点から誕生

　また、同校の防災係である亰百合子教諭は、携帯トイレに
ついて「もともと災害時に学校で使うために材料を集めまし
たが、この活動がスタートしてから生徒たちが学内用とし
てだけでなく、より多くの人に使ってもらうための普及方
法を考えるようになりました。そして、ここまで形になって
きました」と話します。学校外で無料の作成体験を実施する
と共に、ひとつの形として材料を大量購入し、障がい者施設
の方々に封入作業を依頼、学園祭や保護者会などで販売して
収益を寄付する—。こうして社会還元のサイクルを持つ活動
へと発展させることができたのです。
　この取り組みは国内に限ったものではありません。2018
年にボランティア研修でフィリピンを訪問した生徒は「一番
気になったのはやはりトイレのことで、バケツの水で流すと
いう不衛生な環境に衝撃を受けました」。そうした経験も踏
まえ、魔法の携帯トイレの認知度を高めるため様々な場所で
発信していきたい、他人事でなく自分事として考えることが
必要、と今後の活動について語る3人。これからの展開がま
すます楽しみです。

「魔法の携帯トイレ」の

使い方

目黒星美学園中学高等学校

得た災害時トイレ問題

「魔法の携帯トイレ」の

使い方

吸水
シート

セット内容（各1）

魔法の袋

黒い袋 吸水シート

結束
バンド
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2
0
1
8
年
10
月
、平
田
高
校
の
最
寄
り
駅

「
雲
州
平
田
」駅
前
の
平
田
本
町
商
店
街
を
舞
台

に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雲
州
平
田
ま
ち
あ
そ
び「
人
生
ゲ
ー
ム
」は
、

　

平
田
本
町
商
店
街
を
舞
台
に
し
た
体
験
型
の

「
人
生
ゲ
ー
ム
」。
普
通
で
あ
れ
ば
机
の
上
で
遊
び

ま
す
が
、体
験
型
は
新
し
い
出
会
い
、ふ
れ
あ
い
、

縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
商
店
街
を
回
り
ま
す
。

JRC×ᘇᙪ

青少年赤十字の態度目標「気づき、考え、実行する」を合言葉に
地域に向けたさまざまな「体験型」防災イベントを主催する

島根県立平田高等学校（以下、平田高校）JRC部の活動を紹介します。
 

島根県立平田高等学校JRC部

　

実
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
全
面
協
力
し
た
の
は
平
田

高
校
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
も「
災
害
が
起
き
た
ら
？
」

と
い
う
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
！

　

平
田
高
校
J
R
C
部
は
こ
れ
ま
で
の
防
災
啓
発
活
動

の
実
績
を
活
か
し
、ガ
レ
キ
か
ら
足
を
守
る「
新
聞
紙
ス

リ
ッ
パ
」や
即
席
で
作
れ
る「
ふ
ろ
し
き
リ
ュ
ッ
ク
」、低

体
温
症
か
ら
身
体
を
守
る「
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
ガ
ウ
ン
」な

ど
、部
員
た
ち
の
指
導
で〝
災
害
時
に
自
ら
の
命
を
守
る

地域の皆さんに
もっと防災について

知ってほしい

こ
と
が
で
き
る
防
災
グ
ッ
ズ
〞づ
く
り
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
初
め
て「
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
」を
作
っ

た
小
学
3
年
生
の
男
の
子
は「
簡
単
に
作
れ
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
も
教
え
て
あ
げ
ま
す
」と

嬉
し
そ
う
。
ま
た
、子
ど
も
の
頃
に
阪
神
淡
路
大
震

災
で
被
災
し
た
地
元
住
民
の
女
性
は「
災
害
が
少
な

い
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
に
防
災
の
大
切
さ
を
教
え

る
い
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

平
田
本
町
商
店
街

in

地
域
住
民
が
災
害
時
に
役
立
つ 

Ho
w 

t
o
を﹁
体
験
﹂！ 

広 島

島 根

島根県立平田高校

出雲市
宍道湖

岡 山

鳥 取

山 口

「人生ゲーム」とは、株式会社
タカラトミーから1968年に
発売され、現在も親しまれて
いるロングセラー盤ゲーム。

今回は、ゲームを飛び出
し、コマに見立てた商店街
を巡る「平田商店街体験版
人生ゲーム」を開催！！

地域の皆さんに
もっと防災について

知ってほしい

💦

全校生徒に
防災意識を
もってほしい！

地域の人たちにも
防災意識を
もってほしい！

啓発活動を

主催企画しよう！

自分たちで

まずは、
自分達が
緊急時に
対応できる
ようにしよう！

💦

既存の行事では
限界がある・・・

防災啓発の「体験型」ブースで活躍するJRC部員体験型防災啓発活動を通して地域住民との交流が広がる低体温症から身体を守り、手足も動かせる
「タオルケットガウン」

「体験型」イベントを  し
地域貢献！

主催

特 集 2
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平
田
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
が
防
災
啓
発
を『
主
催
』

す
る
き
っ
か
け
は
６
年
前
の
東
日
本
大
震
災
。

も
し
島
根
で
災
害
が
発
生
し
た
ら
？
高
校
生
の

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
？
と
考
え
た

当
時
の
部
員
が「
な
に
も
で
き
な
い
の
は
大
変
」

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、た
だ
単
に
伝
え
る
の
で

は
な
く
高
校
生
の
私
た
ち
が
伝
え
る
こ
と
が
有

効
だ
と
考
え
全
校
生
徒
へ
伝
え
よ
う
！
か
ら
地

域
住
民
へ
！
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、2
0
1
8
年
8
月
に
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人  

風

に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金
主
催『
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
8
』で「
第
3
位
」入
賞
を
果

た
し
、世
の
中
に
あ
っ
て
ほ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
少

な
い
平
田
周
辺
地
域
の
人
々
の
防
災
意
識
を
少

し
で
も
高
め
よ
う
と
、自
分
た
ち
が
『
主
催
』
す

る「
体
験
」型
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

2
0
1
7
年
に
は
災
害
時
対
応
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
熊
本
と
つ
な
が
る
4
・
1
6
」（
会
場
：
平
田
文
化
館
）

を
地
元
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
と
共
同
主

催
。
高
校
生
に
よ
る
災
害
時
対
応
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
、

そ
し
て
起
震
車（
地
震
を
体
験
す
る
車
）体
験
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
実
施
し
た
の
は
、と
も
に
県
内
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
た
今
春
卒
業
の
3
年
生

た
ち
は「
最
初
は
既
成
の
行
事
へ
の
参
加
か
ら
始
め
ま

し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
改
善
点
に〝
気

づ
き
〞、そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を〝
考
え
〞、

改
善
し
な
が
ら
次
へ
活
か
す〝
実
行
す
る
〞と
い
う
サ
イ

ク
ル
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

相
手
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」と
活
動
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

②上半身を覆い、
　襟元と袖口を
　整える。

仕上がり
（後ろ姿）

①着物を着付ける要領で、
　下半身を包み、紐等で
　止める。

体温保持はもちろん、手足が自由に
動かせるので機能性バッチリ！！

タオルケットや毛布を
使ったガウン

県内初! 高校生が呼んだ起震車で「体験型」防災啓発ガレキの上を新聞スリッパの有無で歩き比べ

出典：日本赤十字社
災害時高齢者生活支援講習ハンドブック
平成29年5月発行

平田高校JRC部顧問 片岡 初美先生

　生徒たちが自主的にやりたいと思
うことにすべて任せています。私た
ち教員はあくまでもバックアップ役
として「気づき、考え、実行する」生徒
たちを見守り、一緒に防災や地域貢
献について応援していきたいと思っ
ています。

　

実
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
全
面
協
力
し
た
の
は
平
田

高
校
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
も「
災
害
が
起
き
た
ら
？
」

と
い
う
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
！

　

平
田
高
校
J
R
C
部
は
こ
れ
ま
で
の
防
災
啓
発
活
動

の
実
績
を
活
か
し
、ガ
レ
キ
か
ら
足
を
守
る「
新
聞
紙
ス

リ
ッ
パ
」や
即
席
で
作
れ
る「
ふ
ろ
し
き
リ
ュ
ッ
ク
」、低

体
温
症
か
ら
身
体
を
守
る「
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
ガ
ウ
ン
」な

ど
、部
員
た
ち
の
指
導
で〝
災
害
時
に
自
ら
の
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
防
災
グ
ッ
ズ
〞づ
く
り
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
初
め
て「
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
」を
作
っ

た
小
学
3
年
生
の
男
の
子
は「
簡
単
に
作
れ
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
も
教
え
て
あ
げ
ま
す
」と

嬉
し
そ
う
。
ま
た
、子
ど
も
の
頃
に
阪
神
淡
路
大
震

災
で
被
災
し
た
地
元
住
民
の
女
性
は「
災
害
が
少
な

い
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
に
防
災
の
大
切
さ
を
教
え

る
い
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

体
験
型
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら﹁
主
催
﹂す
る

平
田
高
校
J
R
C
部
の
取
り
組
み

　

現
在
平
田
高

校
J
R
C
部
の

取
り
組
み
は
、

地
域
か
ら
の
評

判
で
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
も
注
目
さ
れ
、全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
J
R
C
部
長
を
務
め
る
名
原
朋
花
さ
ん（
2

年
生
）は「
先
輩
た
ち
の
実
績
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、今
後

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
防
災
の「
体
験
型
」

の
情
報
発
信
な
ど
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
や
、地
域
の
み
な
ら
ず
、県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら「
一
緒
に
活

動
し
て
ほ
し
い
、企
画
を
考
え
て
ほ
し
い
」と
声
が
多

く
、今
後
も
多
く
の
人
の
命
を
守
る
活
動
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

💦

全校生徒に
防災意識を
もってほしい！

地域の人たちにも
防災意識を
もってほしい！

啓発活動を

主催企画しよう！

自分たちで

まずは、
自分達が
緊急時に
対応できる
ようにしよう！

💦💦💦💦💦💦

ちにも

主催企画画画しし

徒ににににに
識をを
ほしいい！！

既存の行事では
限界がある・・・

人人人人人人人人たち
識識識識識識識識をををををををを
ほしいいいい！

ちにも

は、
達がががが
時に
できる
にしよう！

低体温症から身体を守り、手足も動かせる
「タオルケットガウン」

全国ボランティアアワード2018で入賞したチーム
来場者2万人にも大好評だった「体験型」イベント

災害への備えに関するイベントを自ら主催する
に至った活動の広がり

作って
みよう！

とっ
ても簡単！

メッセージ
顧問
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佐賀トレセンでは「ごましお精神」という言葉がよく使われます。これは「ゴ
マはゴマだけではうまくない。塩は塩だけでは塩辛い。でもゴマと塩が合わ
さった“ごましお”は美味しい」というフレーズから、いつどんな時でも男子
と女子が合同で行動することが集団の力を発揮できることを指しています。

09

3日目13䉀00 13䉀0021䉀3019䉀30 9䉀208䉀30�䉀3022䉀20

ᡥ⼭ ర࣌ᗞ㱤⟤㕤ജ㕌ᓼఱᤄᣃ 㝏ᩜ 96␜ጬ೼ーഁഌーഁ ೎ഄンドഌೖー೴ス ሡႚၷജ㯅ၷ᪹

センターチーフ
伊万里市立山代中学校
教諭    福島 裕一 さん

多久市立東原庠舎東部校
教諭　轟木 信秀 さん

執行 亜由美 さん　

ホームルーム連絡会議キャンドルサービス　

佐賀ならではの活動

国際理解・親善

健康・安全

高1の時に初めてトレセンに参加、高２か
らは毎年VSメンバーとして参加していま
す。また、学生時代の積極的なJRC活動を
評価していただき、高2のときに青少年赤
十字メンバーとしてベトナムへ派遣され
ました。今回、「国際理解・親善」のプログ
ラム内で自らの体験を話す機会をいただ
き、熱心に聞いてくれる参加者の姿を目の
当たりにしてうれしく思いました。生徒の
皆さんにはぜひリーダーシップを発揮し、
生徒会などで頑張ってほしいです。

２泊３日のトレセン体験は、ただ楽し
かった、感動した、で終わるものではな
く、子どもたちの学校生活やその後の人
生に大きく、良い影響を与えていると思
います。成長した子どもたちの顔を見る
のが私の何よりの喜び。
「気づき」「考え」「実行する」という青少年
赤十字の態度目標をベースにしたプロ
グラムで、生徒たちが得難い学びを体験
してもらえるよう心がけています。

約20年前、初めてトレセンに参加した
時、目に見えて成長する子どもたちの姿
に衝撃を覚えました。それ以来、私自身
も子どもたちと一緒に学ぶ貴重な機会
として、可能な限りトレセンに参加して
います。
佐賀ならではのトレセンへの熱心さを
次の世代につないでいくため、これから
も積極的に若い先生方を中心にトレセ
ン参加を勧めていくつもりです。

〈VSメンバー〉

Voice 

〈指導者〉佐賀県青年赤十字奉仕団

Voice 

佐賀の中学トレセンの特徴はなんといってもワー
クショップ。学校で行うJRC活動を事前にまとめ
発表。今後、実践してみたい活動を計画し立案をす
る時間はトレセンの集大成です。

ワーク
ショップ

「ごましお精神」とは？

佐賀大学教育学部附属中学校・２学年

中村 百花 さん 中村 仁香 さん
小島 凛子 さん

多久市立東原庠舎中央校・２学年

中尾 幸太 さん 砥上 愛子 さん

中村百花さん 小島凛子さん

中尾幸太さん 砥上愛子

森 穂乃佳 さん

有田町立有田中学校・2学年

ワークショップ中の生徒に聞きました

普段は、地域清掃やベルマーク、アルミ缶集め、
部活動別挨拶運動を行っています。

不要となった文房具を回収して途上国に寄付す
る他校の活動に興味を持ちました。これから、具
体的に取り組むために必要なことを直接聞き、全
校生徒に呼びかけたいです。

毎年4月末に開催される有田の一大イベント「陶
器市」でのボランティアをしました。

来年はもっと多くの生徒が参加して、地域の方や
観光客と交流しながらゴミの片付けなどを行っ
ていきたいです。

私たちの学校で発足した「雰囲気向上委員会」が呼
びかけ、100人以上のJRCメンバーを集めました。
そこでは学校からいじめをなくすための「SAGAい
じめ撲滅会議」について討議しています。

これからも更に広く呼びかけ、生徒の視点からイジ
メをなくすための方策を話し合っていきたいです。

発表したこと

ഐー೐೘ഈ೤೸

今後の活動計画

今後の活動計画

今後の活動計画

発表したこと

発表したこと

これからどんな活動をしていくのかな？

〈指導者〉

Voice 

（所属：佐賀女子高校衛生看護科4年）

佐賀トレセンでは「ごましお精神」という言葉がよく使われます。これは「ゴ
マはゴマだけではうまくない。塩は塩だけでは塩辛い。でもゴマと塩が合わ

「ごましお精神」とは？

健健康康・

毎年毎年4月末に開催される有田の一大イベント「陶
器市」でのボランティアをしました。器市」でのボランティアをしました。

来年はもっと多くの生徒が参加して、地域の方や
観光客と交流しながらゴミの片付けなどを行っ
ていきたいです。

私たちの学校で発足した「雰囲気向上委員会」が呼
びかけ、
そこでは学校からいじめをなくすための「
じめ撲滅会議」について討議しています。

これからも更に広く呼びかけ、生徒の視点からイジ
メをなくすための方策を話し合っていきたいです。

今後の活動計画今後の活動計画

今後の活動計画

発表したこと発表したこと

発表したこと

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

JRC_2019全頁+単.pdf   9   2019/02/13   19:59



10 Junior Red Cross Information 2019

トレセン タイムテーブル

ኩ日 2日目10䉀00 �䉀30 �䉀00 9䉀0011䉀00 1�䉀00 1�䉀00 19䉀30 22䉀00

㯇ၷ᪹ ᡥ⼭ࣉ
రഋーೡーಋはఱ

ᡥ⼭࣋
రᅦ᩵ജ᡿ሡఱ

ᡥ⼭ ర࣊赤十字⇑㘕ఱ
ర青少年赤十字⇑㘕ఱ

೼ーഁഌーഁ ೶ೄーഌドഐークᤄᣃ 㝏ᩜ •の㲄い

トレセン タイムテーブル

看護師　高津 結 さん　

吉野ヶ里町立三田川
中学校・２学年
盛岡 勇巳 さん

トレセン初日、希望してホームルーム連
絡会の司会を務めたことが大きな自信
になりました。
トレセンに参加する前の私は、自分で仕
事を抱え込んでしまうタイプでしたが、
フィールドワークやVS活動※を通し
て、グループのメンバーで仕事を分担す
ることの大切さを学ぶことができまし
た。また、今回学んだ「ごましお精神」を
自分の学校でも広めていきたいと思っ
ています。

佐賀県立香楠中学校・
２学年
篠原 美賢 さん

生徒会長をめざしている私はリーダー
シップを鍛えるために今回の参加を決
めました。
多くの仲間と力を合わせ活動し、身につ
けたリーダーシップと周囲の仲間と協
力する力を今後の生徒会活動に活かし
たいと思います。
各グループの代表者が集まるホーム
ルーム連絡会議では自主的に手を上げ
司会を務め、やりとげたことはとても良
い経験になりました。

高校生の時、所属していたボランティア
部の先生に誘われ、トレセンに初めて参
加しました。初対面の人たちと生活を共
にして仲良くなっていく楽しさを味わい
ました。同時に、青少年赤十字への関心
が芽生え、世界で活躍する日赤の活動へ
の共感も覚えました。
今は新人看護師として忙しい日々を送っ
ていますが、これからも可能な限りVSメ
ンバーとして協力していきたいです。

佐野常民の生地ならではの熱気！
ὁ‭赤十字⬨の⛋

「リーダーシップ・トレーニング・センター（トレセン）」は、児童・生徒が集団生活の中で“誰
もがリーダーである”というリーダーとしてのあり方を学ぶ研修プログラムです。今回訪れた
のは日本赤十字社の創立者佐野常民の出身地であり、青少年赤十字（JRC）活動が活発な佐賀
県。今後生徒会で活躍したい、と考える志の高い生徒たちの活動をご紹介します。

〈参加生徒〉

Voice 
〈参加生徒〉

Voice 
〈VSメンバー〉

Voice 

佐賀トレセン・中学生の
部は、2018年8月8日（水）
〜10（金）に、「佐賀県北山
少年自然の家」で開催され
ました。佐賀の中学トレセ
ンは参加者が多いことが
特徴の1つ。今年は県内29
の学校から86名の中学生
が参加しました。

※ VS活動：ボランタリー・サービスのこと。多くの人が集団生活するとき、よりよく過ごせるように困ったことを解決するため、自分から進んで行動すること。
※ VSメンバー（運営補助）とはトレセンをよりよく過ごせるよう、ボランタリー・サービスのメンバーとしてサポートする社会人や学生のこと。

佐賀県青年赤十字奉仕団/
佐賀県赤十字看護奉仕団

（所属：国立病院機構佐賀病院）
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　ᩊ᳙26ᩋᩪ౮ಬ಑2ᩋ㯎ధ日本赤十字社ಫಭᩓሑủ⾸ἥ㖖ಋ
౺ಉሡᗞኩ಑ల㰚☂ủ⾸ഃ೨ഌတ↽ళ಑ᵿᢏವ㵑౰ಡ౺ಂన
　౶ಯಡಊ಑ᡔಌಥ赤十字␜ጬ಑࿘౮ಬ㰚☂ವ೐എഝ೛ೃ೤೸
౺ధᗮವᶋ౵ಉᏯಭⷐಣ≝ၷವ㵑౴ಂ౶ಋಒధᗮಎಋಆಉಥᡔಌ
ಥಂ಄ಎಋಆಉಥ㳥ᨧಎ㛱㧽಍ⷖ㹪ಊ౺ಂన
　2ᩋ㯎಑␜ጬವ㣛౺ಉྵ番᰸౻ಂ౶ಋಒధ಑㒩ᢢವಥಂ—‌‫
ಬ౺ಂ東日本大㲭☂಍ಌವ㟽㢦ಎႚ㹪౺ధ㰚☂಑ᰪ㙪ವ㻀ತధぷ
ಬ౯ぷኛ಑ᑤವ᡾ಮ᭄⇺౫ವᵻಇ౶ಋಒಥ಄ರಶಊ౼౯ధ᫯ಂಭ
ወ಑日ᨧ౯ಌಯಃ౴ᩏ౾಍౶ಋ౮ధᢥἳ౯ྵ⸺ಎ౧ಬಯಮ౶ಋధ
႖ಣᢥ౯౥ಮ౶ಋ౯ಌಶ಍ಎ౥ಭ౯ಂ౧౶ಋ౮಍ಌವధ㟽㢦಍大
ေಊ౥ಮ᳚ఫ౯ỏತಉ᰸㙉౼ಮಋಋಥಎధᡔಌಥಂ಄ಎಥြ౶౶

日本縦断活動紹介
ሡᗞ಑JRC ጂ⧏⃔಑࿘౮ಬధ‎Ἔ಑Ꮿಭⷐಢವ౷ⷆွ౺ಡ౼న
JRCವ⯙⇅⦑ಎ␜⢕౺ధሑⰺജ⢌ᬤ಑⒭౮಍᭄ವ⾸ಶಊ౧ಮ␜ጬವೳഔ೩ಎధ
日౷ರ಑JRC ␜ጬಧᡥ⃔⢌␜ವಡ౼ಡ౼ሆᢓ౸౾ಉ౲ಃ౸౧䈧

㳜Ⅹ⧯

⃇‪⧯

⩸᧭⧯
⭝ဗ⧯

䂠ሑ᥵⧯

ᤲᏺ⧯

大㰕ᩥ

　Ⴃ㖹⽌ಥႣ ᢥಥ࿁὞಍౯ಬధᾈၐವⷖಉြಥ಍౭⋠౧⸊
౯ಯಉ౧ಮ⋠౯౥ಭಡ౼నಀಯಒ⦓౸ಶ౷ᡛ⩭಑ల౸౲ಬ౸
౲ಬళಋ౧౩ ಊ౼న
　೘ഔ್ഝೞഔ೑ഊ೅ೠഝ಑⁧㚛⢜⼅౸ಶಒధ㤒౧ಎ⁖‫ၟ
ಥ⦓౸ಶ಑᭄ಎ⌐ಮಫ౩಍⋠ವႣಭ⸋౴ಉ౧ಂ౧ಋ㗩ಆಉ౧
ಡ౼నⶶᾱಬ౺౧౶ಋಊ౼ಐన

౭㖿౺⛛౯㔿⾏ಊ౰ಡ౼న
㗹ಥ౯ᏺ౽౸ತಮംഎ೨ೄഝಎ಍ಆಉ౧ಡ౼
಑ಊό㳥౭⾁౰౲ಃ౸౧న

⶘ኧᗮ಑ᄂ⾸ủ㘥౯᷿౧ಂⷳಎಫಮ೔
ഔ೻ವ㑯౧ధ㯘ძ⽌಑಍౮ಊ㤥ಓಯಂ
ⷳವᷡ⢕౺ಡ౺ಂనಧಒಭధᗮ಑ሉ⢌
ἣಒಋಆಉಥⷳ౯྾ᴆ䈧

いの಄をまಥಮ 
ಟ౩さい೅ംージೞン೑

いの಄をまಥಮ ಟ౩さい೅ംージೞン೑

ಎᑤ౥ಮ౶ಋ಑ᔍಖಧధぷኛ಑ᡛᘀವ大ኜಎᮂ౩ေ౯౧ಉ౲ಯಮ
౶ಋ಑ᩏ౾ವ᰸౻ಉಞ౺౧ಋᮂಆಂ౶ಋಊ౺ಂన
　ಀ಑ಫ౩಍ᴺಎధ᫯ᾈల㰚☂ủ⾸ഃ೨ഌတ↽ళಎ౥ಂಆಉ౷ᵿᣫ
౲ಃ౸ಆಂధ⧯ệ㥫㳜ᣭᩋ赤十字ᵿᣫ㙇᨝಑Ⱳᙌ὘ሉ⢌ಫಭధᡔ
ಌಥಂ಄ಎ㰚☂಑ᰪ㙪ವኛ౮ಭಧ౼౲ၹ౫ಉ౧౲ᴆ〉ಋ౺ಉ⋠
౯౧౧಑ಊಒ಍౧౮ధಋ౧౩ೃ೅೨ೄೃವ౧ಂಃ౰ధ⧯ệ㥫಑౷
⟤㕤౷᎖ዿ಑ಥಋధ⧯ệ㥫಑㳜ᣭᩋ赤十字␜ጬ಑ྵ⡋ಋ౺ಉᢓ⟝
౼ಮಎみಭಡ౺ಂన
　ὲᩋ9–12日ಎ㯇ᆓ౸ಯಂల日本赤十字社㳜Ⅹ⧯ệ㥫ዥⰧ130
ᑔᩋ㖇᭩ 㳜Ⅹ⧯赤十字大ၷళಊಒధᜮ౲಑⦓∄ಎ“౧಑಄ವಡಥಮ
ಟ౩౸౧೅ംഝ೙ೞഔ೑లᰵವಇ಍౧ಊళ”ವ౭⾁౰౧ಂಃ౲≝ၷ
ವ౧ಂಃ౰ಡ౺ಂ౶ಋವ᭄౮ಬ᰸㙉⢞౺྾౵ಡ౼న
　ြᬟಋಥధ赤十字␜ጬವ㣛౺ಉ∄ఫ಍ᡥಖವᬧధ὞日ವᵑ౩ᡔ
ಌಥಂ಄಑ᝒ၃ಋ᎚ᰵ಑᭄಑ủ⾸಑ಂತಎ㤬㣭౺ಉᏟಭಂ౧ಋ
⽊౫ಉ౭ಭಡ౼న

　 「優しさと温かさでいっぱいのこの地球（ほし）にしたいから…
愛をつないで生きてゆこう。」

ᐔ೷എ೤クのᏯಭⷐಢ ᡔಌಥた಄にၹ౫たい㕳ㇴ×

いの಄ವಡಥಮಟ౩さい
೅ംー೙ೞン೑రᰵವಇ಍いಊఱの㗣⢌

⢛㵱 ኩ⼅ 理事長

䈮⬨ၷ⭝⬲⏜ေ ಢಇはၷ䈯

ಢಌಭの౮౿೉デആೌー഍ 青Ⅹ⧯
AOMORI

子どもたちに伝えたい言葉

రᰵವಇ಍いಊఱ

రᰵವಇ಍いಊఱ

రᓼい事ₙಧᓼいಥのಒᬟ࿉ಡಊ⸊౯ಯಉいくఱ
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　᡽都ᢝ㻀 䈮⃔⣆⮞䉀᡽㻀䈯ಒధြᩋᩪಊ140ᑔᩋವ㢤౫ಮၹⷰ⃔
ಊధሡေủ⾸ವủ⾸ἣ㨋ಎᷰ౵ಮ⢠ᡔ಑ಢ಑㣭ᡥ⃔ಊ౼నJRC㥫
಑␜ጬಥೋഝഌ⢠ᡔ಑ᵻ಄ᑝವ⢌౮౺ಉ㑯ጬ⦑ಊ␜⦈ಊ౼న⛽
ಎ၄⃔ಋ಑ဤ␡ಎಒዿವሞಯಉ౧ಡ౼న日赤⃇‪⧯ệ㥫࿣ᆓ಑
ഋഝೡഝ೘೤೸೩഍ഝ೬ഔ೑೜ഔೠഝధ⧯㻀ⱼᡥ⃔㣣ⷦ᎖㙸ၷ࿣
ᆓ಑ᐔ⮿大ၷధᨈሷ಑⒖᷌␜ጬ (೐ഋഝഔೇೊഝ೐ )ధ㢦⧯JRCം
ഔೱഝಋ಑ဤ␡ⱼಎಒᭆ౽Ꮯጂ౼ಮᨧ㣣ಊ౼నᡥ⃔㑯တಎ౭౧
ಉಥధᘇᙪಋ಑ဤ␡ಎ⯙⇅⦑ಎᏯಭⷐಶಊ౧ಡ౼నಡ౽ధᐔᢏ․
㖿㹪಑‎ⷎ日ಎಒధJRC㥫ᒤಋྵギ⢌ᬤ౯⭝⬲ἥ㖖ವ㖓ᓢ౺ಉధ
㻀䄶⽌ಧဃᩓሑಋ಑ಘಯ౥౧ವ⇌౺ಶಊ౧ಡ౼న㮺ᩋᢓἥ౺ಉ

⢠ᡔ⃔ JRC 㥫ᒤత
㖿㹪‎ⷎὁに⭝⬲ἥ㖖ವ㖓ᓢ

　⁇ᤲ  ထ㥜 ⃔㮺

౧ಮ⧯Ⱗ⾖ᡥ⃔ಋ಑ဤ␡ၷಎಒధ࿣ಎJRC㥫ᒤಋ⢌ᬤၷᬎᒤ౯Ꮯ
ጂ౺ಡ౼న౶಑㑯တಊಒధတወ಑లᴆ㗇ജᵿỿ字㙇⼭ၷళಊధ⾖ᡥ
⃔಑ሉ⢌౮ಬᴆ㗇಑ᙺ本ವ⼭౧ಡ౼న᫯日ಒధㄫጐ౺಍౯ಬಥ㕂
౫Ⱗಉ಑ᴆ㗇ಊᶏᵵವ౺ಂಭధ೑ഌഝ೸␜ጬಊಒᴆ㗇ಊ಑ၷ㗇ವ
ဤಲ౺ಂಭ౺ಉဤ␡ವ⒈ತಡ౼న౶ಯ౮ಬಥ᡽㻀಑ംഔೱഝಒధ
JRC಑᱖ᩪ目∭ల⍥ಈ౰ధ⽊౫ధᢓ㑯౼ಮళವྵေྵေ౯ᐔኛ㧾ಊ
ᢓ㞒౺ధ本⃔಑⢌ᬤᵿ∭లᑰựᄅᰵళ಑⵱⭂ವ大ኜಎ౺಍౯ಬలぷ
ᬞぷ⏈ళ಑㧫᳙ವ目ᵿ౺ಉ౧౰ಡ౼న

　ြ౮ಬ50ᩋၒ྾ወ಑ίᑰ43
ᩋ4–Ἔᷡ⢕ủᒤಋ౺ಉధ⭝ဗ
ᨈ㻀㵗ᙟᣬᡥ 䈮⃔⟝ᘀಒၱ⃔࿘䈯
ಎ㝍ၟ౺ಡ౺ಂనᆈᒗ㯘ძ಑㘂
⃁ವ౺ಉ౧ಉధኬ⅝಑ᄠᩮಊ౶
಑Ἰವ⦈㔸౺ಡ౺ಂన᫯ᾈధ㳜
ᣭᩋ赤十字ᵑ᫯ಊ౥ಭధ㳜ᩋ赤
十字ᝒ၃ᗍ಑␜ጬವ౺ಉ౧ಂတ
ಥ౥ಭధ赤十字␜ጬಎ⢌౮౼တ
ವ⽊౫ధ⃔ 㮺಑ဌ㕤ವᬧಉ㵝౮
ಭಡ౺ಂన⭝ဗ⧯ệ㥫౯ధዥⰧ
130ᩋವ㖇᭩౺ಉధ౸ಡ౹ಡ಍
㜂ἋḀვವᑣಖ౮౴ಉ౧ಮတವ
⩭ಭệ㥫ಎᢰ㜲౺ಡ౺ಂనἸಒ

⭝ဗ⧯㳜ᣭᩋ赤十字㜑ገᝒ၃ᗍወឬᒤ㮺

ᳪወの青少年赤十字Ἰವ⦈㔸！
㢦㋷ ᄅྵ㥜 氏

　೽ഊഔ೧ೄೃ಑Ꮕ⼖ಒ᭓㶐⽌಑౶ಋಃಀ౩ಊ౼న᫛ኹ⦑ಎ
㲄ತಬಯಉ౧ಮಲ౴ಊಒ౥ಭಡ౾ಶనಇಡಭధぷኛ಑ᰪ᭓ಊ
ぷ⦈⦑ಎᏟጂ౼ಮ౶ಋ౯೽ഊഔ೧ೄೃ಑㗩ⓨಊ౼న᫯♎ధJRC
␜ጬಎᏟጂ౼ಮ᚝ᐕಥ౺౮ಭಃಋᮂ౧ಡ౼న

子どもたちに伝えたい言葉

ర೽ഊン೧ィアಋಒ᭓㶐౼ಮ౶ಋఱ

　㟽㢦಍ಋ౶ರ౮ಬᗞ㱤社ၷಡಊధ
ሷᐞ౰಑⽊౫ἣಧ⦈㕳౯౧ಆಔ౧ಊ
౼న౶ಯ౮ಬ಑日本ಧ࿉⢲಑ಒ⁖‫
ಌ౩಍ಆಉ౧౲಑ಊ౺ಪ౩౮న

子どもたちに伝えたい言葉

ర⌃ಋㄫ⤛にᣜ౺ಉᳪ౩ఱ

㢦಍ಋ౶ರ౮ಬᗞ㱤社ၷಡಊధ
ሷᐞ౰಑⽊౫ἣಧ⦈㕳౯౧ಆಔ౧ಊ
౼న౶ಯ౮ಬ಑日本ಧ࿉⢲಑ಒ⁖‫
ಌ౩಍ಆಉ౧౲಑ಊ౺ಪ౩౮న

子どもたちに伝えたい言葉

⹰70ຈ×∺90ຈಊ࿘᜿ಎ赤十字೿ഝ೐ధᑔಭಎↂ⛴౯೨೗೅ഔ
౸ಯధ∺ ౰಑ỿ字　日本赤十字社ജᣭᩋ赤十字ᗍಥᐊ౮ಬ ౮
ಯಉ౧ಉధᳪወ಑㳜ᣭᩋ赤十字Ἰಋ⽊౫ಬಯಡ౼న⭝ဗ⧯಑赤十
字㯘ძᗍႚ಑␜ጬಒ㳥ᨧಎ␜⦈ಊ౥ಭధ㛱㧽಍㖇᭩ᒗಋ౺ಉధ㳜
ᣭᩋ赤十字ವಒ౻ತ౼ಜಉ಑赤十字␜ጬ಑⦈ᤝಎᢰ࿂ಊ౰ಯಓ
ಋ⽊౫ಉ౧ಡ౼న

⃇‪⧯Ⱗ᡽㥵ᢝ㻀ⱼᡥ⃔ ⃇‪⧯
TOCHIGI

　ల⌃ಋㄫ⤛ಎᣜ౺ಉᳪ౩ళ赤十字౯ಀ಑㕤⎝Ⲉಋ಍ಭᬧಮ಑ಊ
ಒ಍౧ಊ౺ಪ౩౮నಀ಑⃤ᩐಎ౥ಮ಑౯ధ赤十字಑᳙Ⱗಎ㯘ಲಆ
ಂలೞഌ೶ೈഋഝ೯಑ᮂ౧ኒళಋల赤十字಑㘮Ꮕዃళಊ౼న
　ᣬᡥ⢌ಎಒᣭ౺㲙㕤ಊ౼౯ధ࿘ᡥ⢌ၒ྾಑ေಒ౿ಕ㗶ಢಡ
౺ಪ౩నಡಂሑⰺ⢌ᬤ಑ᵿᣫಎ᫯ಂಆಉ౧ಮሉ⢌ἣಎಥ౿ಕ㗶
ಶಊ㵑౰ಂ౧నಡಂ౶ಯಬ಑ኒ⛛⛴౯ᛖ౫ಮ౶ಋಥ․ᬙ౺ಡ౼న

日本⹰Ἑ␜ጬⷆွ    ᐔ೷എ೤೐಑Ꮿಭⷐಢ×ᡔಌಥಂ಄ಎၹ౫ಂ౧㕳ㇴ
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⭝ဗ⧯
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　⌿ᩋధ⮃ಒጵ㨁␜ጬಊ౼నᢒ㤉࿘ᡥ⃔JRCឬᒤၷಒధ౶౶ထᩋ
಑␜ጬಊጵ㨁㶆ವᛖጂ౼ಮ౶ಋಎ᳙ጁ౺ಡ౺ಂనಋಒ౧ಆಉಥధ
⢌ᬤ಑ጵ㨁㶆౯ᛖ౫ಂಲ౴ಊಒ౥ಭಡ౾ಶన㑯౰ሉವᛖಧ౺ಂ
ಃ౴಍಑ಊ౼న
　ᡥ⃔ಊ಑ᑣಖ౮౴ಒ౶ಯಡಊ㣛ಭనಀಯಎጂ౫ధᘇሄ಑೚ഝ
ೲഝಎ౭㶐౧౺ಉధᩢ 㵱ಊጵ㨁␜ጬವ౸౾ಉಥಬ౧ಡ౼నြᩋಒధ
3ᩢಊ␜ጬ౺ಡ౺ಂన大ధ࿘ధᣬ಑೚ഝೲഝಊ౼న
　ᘇἣ಑೚ഝೲഝಎ㖓ಯಮ౭ᢔ౸ಶಒధಞಋಶಌᘇሄ಑ἣఫಊ
౼నᡔಌಥಂ಄಑⩭ಭᐕ౧ಥ౧ಡ౼నಃ౮ಬಋ౧ಆಉధぷጬ⦑ಎ
౩ಡ౲౧౲ಲ౴ಒ౥ಭಡ౾ಶన

᡾⢛  ự྽ ủ㘥

ⱉ⢛  㗫ᐏ ủ㘥

　␜ጬ಑ឦತಒᭆ౽ధ࿁᡿ಋ⍥᮱౽౮౺౸౯౥ಭಡ౼న౺౮౺ధ
ጡ⍥ವኒ౺ಉధ⋵ಢᢰಭಡ౼న大တಎ౺ಉ౧ಮ಑ಒధల大ᜒళಊಒ
౥ಭಡ౾ಶనぷಬ㣭ಶಊ౭㶐౧ಎ㑯౲లྵ⋵ళಊ౼నሞᏺಎ⁖ಬಯ
ಂἣಎ2ေ౯㣭ಶಊధలጵ㨁಑౷᎖ዿವ౭㶐౧౺ಡ౼నళಋ㕳౧ಡ
౼న㵑౴ಮ಍ಬಓಥ಄ರಶల౥ಭ౯ಋ౩౷౹౧ಡ౼ళనಥ౺ధ㣛ಭ
㤃౱ಬಯಉಥధ౭⬦ವ㕳౧ಡ౼నలಡಂ౭㶐౧౺ಡ౼ళಊಥಫ౧ಊ
౼న大ေỲಊ಍౲ధỲေಊಧಭಡ౼నಀ಑ἣ౯౧౧ಋ⽊౫ಉ౧ಡ
౼నᘇሄ಑౭ᢔ౸ಶಋぷ♎ಎಘಯᐕ౩ៅಎ㢦౧౮ಬಊ౼న
　࿁ᮂ㙸಍౶ಋ౯ಲ౮ಭಡ౺ಂనᐙ౻␜ጬᾈ㯎಍಑ಎధ大࿘ᣬ಑
೚ഝೲഝ಑ጵ㨁㶆౯ྵ⸺಍಑ಊ౼నᣬ౸಍೚ഝೲഝಞಌ౭ᢔ౸
ಶ౯ᣭ಍౲಍ಭಡ౼౯ధ㣋ಎధጵ㨁ಎ᭖౻ಉ྿౸ಮἣಂ಄಑ዢᐕ
౯㻀౲಍ಭಡ౼న࿘ಎಒధ大౰಍㶆ವ౲ಃ౸ಮἣಥ౧ಡ౼నᡔಌ
ಥಂ಄ಥధಖಆ౲ಭ౺ಡ౼న
　⟝ᘀధᢒ㤉࿘ಎಒឬᒤၷ౯12౥ಭಡ౼నJRCឬᒤၷಒ౧ಇಥధ
ᎎỲ㢦౲౯ⷖ㹪⽌ಊ౼న
　ഋ೵ഝ೩➕౯㻀౧಑ಒధጵ㨁␜ጬ౯ಫ౧ᮂ౧ኒಎ಍ಮ౮ಬಊ
౺ಪ౩నᡔಌಥಂ಄ಒధ౭㨁ಋྵ⸺ಎధᔍಖಥ㵑౧ಉ౧ಡ౼న

　本⃔ಒధዥⰧ䈹ᩋ目ವ㢤౫ಮ⼖ጰủ⾸ᡥ⃔ಊధ䈷ᩋ⢌౮ಬ䈿ᩋ
⢌ (࿘ᡥ䈹ᩋ⢌ )ಡಊ಑578ေಎጂ౫ధᜰ㯎࿘ᡥಥႲ㖖౸ಯಉ౭ಭధ
16⋽౮ಬ86⋽ಡಊ಑135ေ಑ἣ౯ᘀⴣ౺ಉ౧ಡ౼న
　‎ኩ಑㵒ಒ᳷᯼౩౶ಋಥ౥ಭಡ౺ಂ౯ధ䈸ᩋ目౮ಬಒధ㤀ጬၷ
ಥወജᬟ․ᐕᐙಊ㑯౧ధ䈷ᩋ⢌౮ಬ䈿ᩋ⢌ಡಊ౯⹰ዢಭ಑⟒ಊྵ
⸺ಎ㑯ጬ౼ಮలሡ⃔㤒㝦ళಥឦಡಭಡ౺ಂన
　ಀಶ಍࿘ಊధὲᩋᩪధ౶ಯಡಊ䈺ᩋ⢌ಋ䈽ᩋ⢌ (࿘ᡥ䈷ᩋ⢌ )౯
日赤౮ಬ㠒౧౼ಧ☟字೷എ೤೐಍ಌವ౭ᄵಭ౺ಉధኬఫಎᏯಭⷐ
ಶಊ౧ಂల⭝⬲ళವ೧ഝ೿ಎ౺ಂ⸷ᐕᡥ⼭ವలಌ౶౮ಊྵ⸺ಎಊ౰
಍౧౮䉅ళಋ⽊౫ధ䈽ᩋ⢌౯ሉಎల㠒౧౼ജೃ೅೿೚೐ႚ㹪ళವ㑯ಆ

ర⭝⬲ఱವ೧ー೿に౺ಂ
⸷ᐕᡥ⼭にᏯಭⷐಶಊ

ಉぷኛಂ಄౯Ꭺ㱉ಃಋᮂಆಂ᚝᳽ಧ㲙౺౮ಆಂ᳽ವኒ౺ᐕ౧ಡ౺
ಂనಀ౺ಉ䈺ᩋ⢌౯ᢓ⼭ವ㑯౩ಋ౰ಎధ䈽ᩋ⢌౯⟒౷ಋಎಀ಑೾
೅ഔ೩ಎⰧ಄ధೃ೪ೱ೅೚౺಍౯ಬ㓊ገ౼ಮಋ౧౩Ꮿಭⷐಢವ
㑯ಆಉಢಡ౺ಂనಀ಑ⷚ⁾ధ䈽ᩋ⢌ಒ჆ᩋၒ྾ಎ⧺዗ಎᓢ㶅ᰪ㙪
ವᵻಆಉᡥ⼭ಎᏯಭⷐಢధ྿ⶱ⢌ಎᣜ౼ಮᮂ౧ಧಭ಑⍥ᵻ಄ಥᵻ
ಇ౶ಋ౯ಊ౰ధ䈺ᩋ⢌ಥ྾ⶱ⢌ಎᣜ౼ಮ౥౶౯ಯಧ᰸㙉಑⍥ᵻ಄
ವᵻಇ౶ಋ౯ಊ౰ಡ౺ಂన
　ಡಂధြᩋᩪಒల⭝⬲ᡥ⼭ళ಑ಡಋತಋ౺ಉధᢓ㱤ಎᘇᙪಎῙಬ
౺ಉ౧ಮ㱥ᢢವᵻಆಂἣఫಎ⁖ಉ౧ಂಃ౰ధᡥ⼭౺ಉ౧౲࿘ಊἜ
ಂಎኒಉ౰ಂ⣫ᓢ಍ಌವధ䈺ᩋ⢌ಋ䈽ᩋ⢌಑ᐕᐙ⟒ಊ㜜ᓢ౼ಮಋ
౧౩Ꮿಭⷐಢವ㑯౧ధᘇᙪಋ಑ဤ␡ವᗙಮ౶ಋಥಊ౰ಡ౺ಂన
　⁖ᩋᩪಎಒ䈻ᩋ⢌ಋ䈾ᩋ⢌౯ᐕᐙಊぶ␺ᡥ⼭ಎ౧౲౶ಋಥ⎝ಡ
ಭధᗞ㱤⟤㕤ಧᩊᑰᡥ⼭಑Ꮿಭⷐಢ಑ྵ⡋ಋ౺ಉᜰ㯎ᡥⶱಋ಑ဤ
␡ಥ㑯ಲಯಮ಍ಌధ၄಑ᡥ⃔ಎ⍃ಜಉペఫ಍౶ಋಎ⍥ಈ౲౶ಋ౯
ಊ౰ಮ≝ၷ౯㟽㢦ಎ౥ಮ⡋ᛈ಑࿘ಊధಢಶ಍౯లಘಃಶ಑ くಬ౺
ವ ౺౥ಲ౾ಎళ౺ಉ౧ಆಉ౲ಯಯಓಋᮂಆಉ౧ಡ౼న

ྵ⋵ኒಮጵ㨁␜ጬ

　⏜㱔ᣚ಑ᗞᢒధ➖㍈Ꮛᡔಎ᷿౮ಯಉ౧ಮⷳವధ⽾ᬼ᜻ᡔಥ⨋
ತಉ౧ಂಎ㤊౧౥ಭಡ౾ಶనಖಆ౲ಭ౼ಮ౭㗇಑ⷳಊಒ౥ಭ
ಡ౼౯ధ၄಑ᑤವỠ౩㑯☠ವᣧ౧ಋ౼ಮ⽊౫౯ధὣఫ౮ಬ⟤ᰓ
ಋ౸ಯಉ౧ಂ಑ಃಋಲ౮ಭಡ౼న

子どもたちに伝えたい言葉

రᶸ㟽㷑㌱ఱ

　ర౥の青年ಒေの౺౥ಲ౾ವ㶐いథေの࿁ᩏವ᯦౺ಣ౶ಋ
のಊ౰ಮေだదಀಯ౯い಄ಓಶေ㯎にಋಆಉだい౻಍౶ಋ
಍ಶだ౮ಬಐఱ
　౶಑㕳ㇴಒధⷚ៱᪹ወᜰల಑ಖ᜻౲ಶಋ౩ಡ౲ಧಆಉ౧౴ಮ౮ళ
࿁᡿ಎ಍ಆಂ౺౽౮಄ದಶಎᐞ౮ಆಉధ౺౽౮಄ದಶ಑౭⛋౸
ಶ౯౮౴ಂ㕳ㇴಊ౼నಀ౺ಉధೠ೅ഁ೿೘ഔಊಎಧಆಉ౰ಂ⁖‫
೪ഊ౫ಥಶಋ಑ಖ᜻ಒధ౶಑㕳ㇴವ⾁౧ಉᮂಲ౽⑑౳ಣ಑ಊ౼న

子どもたちに伝えたい言葉

ᢒ㤉᭓⍱⢣Ⱗᢒ㤉࿘ᡥ⃔ ⩸᧭⧯
ISHIKAWA

᡾ᏺᨈⰧさಇ౰ᡥᗮ ᜸㰕ᩥ
OSAKA

しゃしんしこ

たまむしのずし
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　ὲᩋ಑⮃ధ⧯ệ㥫಑日赤೶ೈ೚ೠಊధೲ೮ഌ೘ೃೠഝలಥಥ
಄ದಶ಑౴ಶ౴ಇళ౯ኩತಉྵギ಑ἣವወಎ྾┸౸ಯಡ౺ಂన೚
೩ഝഋഝಥⷳಥ本⃔಑ᢂሡೋഋ೙೫ഌಊ౼న
　ᢓಒ౶಑Ⴃᒗ౯ኒ⁖྾౯ಆಂ಑ಒಀಯಫಭ1ᩋၒ྾ወన❝㑤
಑大ኜ౸ವᡔಌಥ಑㵒౮ಬ⩭ಆಉಥಬ౫ಂಬధᩋఫ⒡ᣭ౺ಉ౧
ಮㄪᩋᤨ಑❝㑤⽌಑Ỳಥᛖ౫ಮ಑ಊಒ䉅ಋ౧౩㗇౯㥫␜ጬಊ྾
౯ಆಉ౧ಂ಑ಊ౼నಀಯ౯ೲ೮ഌ೘ೃೠഝధಋ౧౩ᴆ⏜ಋⷚಖಇ
౧ಂ಑ಒధ㶙ᓢ಑⭼౯ᢥᩰ⮇಑ủᒤಃ౮ಬధಋ౧౩౶ಋಥ౥ಭಡ

ర⍥ಈくఱಒ⇌౺い！
ర⍥ಈくఱಒᩙ౯ಮ！త

ᗷ⢛　ㇴᡔ ủ㘥

౺ಂనಀ಑᫯ᾈಥ40
ေ㢦౧㥫ᒤ౯౧ಡ౺
ಂ౯ధಀಯವ5ಇ಑೑
ഌഝ೸ಎኛ౴ಉధೲ೮
ഌ೘ೃೠഝ಑ᐇ本಑
೸഍ೝഔವ౺ಫ౩ಋ
౧౩౶ಋಎ಍ಭಡ౺
ಂనಀ಑࿘ಊ㤥ಓಯ

　本⃔ಊಒధᘇᙪಋྵႚಎ಍ಆಉలೃഌഀ⻈ജ೸ഌೠ೷ವ㲄ತಉ
㠒ⅺᡔವ㜲ರ౩ళಋ౧౩␜ጬವ㑯ಆಉ౧ಡ౼న
　⌿•ధᡔಌಥಂ಄ಒᢥᩰ౮ಬೃഌഀ⻈ⱼವᵻಆಉ⁖ಉధ➒㯘ಊ
␜ጬ౺ಉ౧ಮJRCឬᒤၷ಑ᡔಌಥಎ⒦౼ಋధᵻಆಉ౰ಂ㧿ಎ᭖౻
ಉVS䈮೽ഊഔೠഋഝೖഝ೴೚䈯ೌ ഝ೪ಎ೚ೠഔ೸ವಥಬ౫ಮಫ౩
ಎ಍ಆಉ౭ಭధᡔಌಥಂ಄ಒ⇌౺ಢ಍౯ಬ␜ጬ౺ಉ౧ಡ౼నಡಂధ

౭౻い಄ದಶജ
౭ಓ౥಄ದಶಂ಄のⱗ㶌ವ
㔸ಮಂತに！

ᬿ⍵  㛱ᡔ ủ㘥
ሦⱟ  ⦉⢜ ⃔㮺

ᘇᙪ಑ἣఫಥ本⃔಑ᡔ
ಌಥಂ಄಑Ꮿⷐವ᭖Ḗ
౺ಫ౩ಋధೃഌഀ⻈ⱼ
ವ㲄ತಉᡥ⃔ಎᵻಆಉ
⁖ಉ౲ಃ౸౧ಡ౼న౶
಑ಫ౩ಎ౺ಉ㲄ತಂೃ
ഌഀ⻈ⱼವ᜔Ꭽ౺ಂᏩ
⧂㨁ಊ㠒ⅺᡔವ㜩ሞ

　ೠ഍ഔ೩಑㔯Ꮕ౸ಇ౰౸ಶ಑㕳ㇴಊ౼న㔯Ꮕ౸ಶಒ16⋽ಊ
೩ഊഔ೚೙ೈഔೡഝಊ౥ಮ౶ಋವぷ㕂౺ᬟಎᮊ㠝Ḉᴆ㑴ಥᏰ
౴ಡ౺ಂనలᝲᮊಎ಍ಮళಋ౧౩ಫಭలᝲᮊಎ᳹౼ళಋ౧౩᰸㕂
ಃಆಂಀ౩ಊ౼నಀಶ಍ᬐᝲ಑౶಑㕳ㇴಒధಌಶ಍ေಎಥ大ኜ
಍౶ಋ಑∄ಎᮂ౫ಡ౺ಂన

子どもたちに伝えたい言葉

రぷኛವ᝺౰に಍ಆಂಬᑔಭのေの౶ಋಥ᝺౰に಍ಯಂఱ

　ల㠒ⅺᡔಎళಋ೸ഌೠ೷ವᵻಆಉ౲ಮᡔಌಥనぷ㟽ವ⩭ಭలጵ
㨁ವళಋ㛢ᨉಎሞಆಉ౧ಂᣬ㪚ವሡ㥫ᵻಆಉ౲ಮᡔಌಥనぷኛ
ಎಊ౰ಮ౶ಋವ⽊౫ధᢓ㑯ಊ౰ಮေಒⶶᾱಬ౺౧ಋᮂ౧ಡ౼న
ಀಶ಍ေ౯ಥಆಋಥಆಋᛖ౫ಉಞ౺౧ಊ౼న

子どもたちに伝えたい言葉

రြథぷኛにಊ౰ಮ౶ಋఱ   

᡽㥫ᓜ業㻀ⱼᡥ⃔ ᤲᏺ⧯
YAMAGUCHI

䂠ሑ᥵ᨈⰧ⋳ᣬᡥ⃔ 䂠ሑ᥵⧯
KAGOSHIMA

ಂ಑౯లಥಥ಄ದಶ಑౴ಶ౴ಇళಃಆಂ಑ಊ౼నಊಥ౾ಆ౮౲ᢂ
᳙౺ಂలಥಥ಄ದಶ಑౴ಶ౴ಇళಥἜሞ㥫ᒤ಑ወಊಃ౴྾┸౸ಯ
ಮಥ಑ಊ౺ಂన౧ಇ౮ధᡔಌಥಂ಄಑ወಊ྾┸ಊ౰ಂಬధಋ⽊౫
಍౯ಬధలᴺಭⶰಊႣಮೢ೤ೢళಥ⽊⃱౺ಉ౧ಡ౺ಂనಀ಑᜴౯ᢓ
⟝౺ಂ಑౯ὲᩋ಑೶ೈ೚ೠಃಆಂ಑ಊ౼నြಒల౴ಶ౴ಇ౮ಮ
ಂళల౴ಶ౴ಇംഔ೔ళ಍ಌವ㯇⦈࿘ಊ౼నኩತಉJRC಑㶙ᓢಋ
಍ಆಉ6ᩋ目ಊ౼౯ధ⢌ᬤ౸ಶಋ␜ጬ౺ಉ౧ಮಋధ᩠ ಍౺ಎ"⍥
ಈ౰"౯౥ಮ಑౯‎大಑ᔍಖಊ౼ಐన 

౺ధ⌿ᩋ䈸–಑JRC㲄ၷಊధᨈ社ၷ⭝⬲᎖㙸ၷಋᘇᙪ಑⽈ေ೼ഝ
ഁಎ㠒ⅺᡔವ䈷ᐇ౽ಇᢰ㜲౺ಉ౧ಡ౼నಡಂధሑⰺಎಒధ೽ഊഔ
೧ೄೃ㜔಑㒅ᬆಥ㑯ಆಉ౧ಡ౼న
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東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
会
社
を
退
職
し
︑気

象
予
報
士
の
道
へ
︒
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
・
気
象

デ
ス
ク
と
し
て
T
V
を
中
心
に
幅
広
く
活
躍
中
の

千
種
ゆ
り
子
さ
ん
︒
現
在
の
お
仕
事
を
選
ば
れ
た

理
由
や
防
災
へ
の
思
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
︒

千
種
ゆ
り
子

気
象
予
報
士
・
防
災
士

SPECIAL INTERVIEW
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私
の
原
点
と
な
っ
た
の
は

﹁
阪
神
淡
路
大
震
災
﹂と﹁
京
都
議
定
書
﹂

　

神
戸
市
東
灘
区
に
住
ん
で
い
た
小
学
校
1
年
生

の
時
︑阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
ま
し
た
︒
学
校

で
も
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
く
な
る
な
ど
の
被
害

は
あ
り
ま
し
た
が
︑そ
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
と
い

う
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
後
年
に
な
っ
て
両
親
に

当
時
の
こ
と
を
聞
い
て
み
る
と
︑街
が
破
壊
さ
れ

た
悲
惨
な
光
景
を
幼
い
娘
に
見
せ
た
く
な
か
っ
た

の
で
︑で
き
る
だ
け
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
た
そ
う
︒
あ
り
が
た
い
親
心
で
す
︒

　

で
も
心
の
ど
こ
か
に
被
災
の
記
憶
は
残
り
続
け

て
い
た
と
思
い
ま
す…

︒

　

小
学
生
時
代
に
は
1
9
9
7
年
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た﹁
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
﹂で
C
O
2

な
ど
の
削
減
率
を
定
め
た﹁
京
都
議
定
書
﹂が
大
き

な
話
題
に
な
り
ま
し
た
︒
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

SPECIAL INTERVIEW

て
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
関
心
が
芽
生
え
︑や
が

て
自
分
な
り
に
地
球
の
た
め
に
貢
献
で
き
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
地
球
環
境
や
自
然

へ
の
関
心
は
中
学
︑高
校
と
続
き
ま
し
た
︒
私
に

と
っ
て
人
間
が
つ
く
っ
た
モ
ノ
よ
り
︑自
然
の
方

が
は
る
か
に
魅
力
的
に
思
え
た
の
で
す
︒

　

文
系
だ
っ
た
の
で
大
学
は
法
学
部
を
選
ん
だ
の

で
す
が
︑考
え
て
み
る
と
法
律
っ
て﹁
人
間
が
つ

く
っ
た
モ
ノ
﹂の
最
た
る
も
の…

…

︒
入
学
後
に

ち
ょ
っ
と﹁
し
ま
っ
た
！
﹂と
思
い
ま
し
た︵
笑
︶が
︑

大
学
時
代
に
は
︑現
在
ま
で
続
け
て
い
る
空
手
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
︑地
球
温
暖
化
問

題
と
も
関
連
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
企
業
へ
の

就
職
を
果
た
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
︒

　
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
い

幅
広
い
気
象
予
報
士
の
仕
事

　

と
こ
ろ
が
就
職
1
年
目
に
待
ち
受
け
て
い
た
の

が﹁
東
日
本
大
震
災
﹂︒
当
時
︑勤
務
し
て
い
た
企
業

も
こ
の
大
災
害
に
よ
っ
て
業
績
に
大
き
な
打
撃
を

う
け
ま
し
た
︒社
内
に
不
安
が
広
が
る
中
︑私
は﹁
会

社
に
頼
ら
ず
︑自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
に
取

り
組
め
る
実
力
を
身
に
つ
け
よ
う
﹂と
考
え
る
よ
う

に
な
り
︑気
象
予
報
士
の
資
格
を
取
得
す
る
ス
ク
ー

ル
に
通
い
始
め
ま
し
た
︒
そ
の
時
は
ま
だ
将
来
の

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
自
分
が
そ
の
世
界
で
通
用
す
る
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
︑会
社
の
仕
事
は
続
け
な
が
ら

資
格
試
験
の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
︒

　

ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
と
︑気
象
予
報
士
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
集
ま
り
ま
す
︒
テ
レ

ビ
の
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
け
で
な
く
︑気
象
や

防
災
︑環
境
問
題
に
つ
い
て
講
演
活
動
や
原
稿
執

筆
な
ど
︑可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
︒
地
球
温
暖
化
や
防
災
に
つ
い
て
自
分

な
り
の
社
会
貢
献
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
に

と
っ
て
︑挑
戦
し
が
い
の
あ
る
世
界
で
し
た
︒

　

資
格
取
得
後
︑N
H
K
青
森
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
合
格
し
︑会
社
を
退
職
し
て
青
森
に
向
か
い

ま
し
た
︒
な
ぜ
青
森
か
と
い
う
と
︑そ
れ
ま
で
私
は

大
雪
の
苦
労
と
い
う
も
の
を
実
感
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
︒
こ
れ
か
ら
気
象
予
報
士
と
し
て
仕
事

し
て
い
く
た
め
に
豪
雪
地
域
の
方
々
の
気
持
ち
を

も
分
か
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で
し

た
︒
雪
国
で
の
生
活
と
地
方
局
で
の
経
験
は
︑そ
の

後
︑東
京
の
キ
ー
局
で
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
も

大
き
な
財
産
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

　

現
在
は
土
曜
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組︵
テ
レ
ビ
朝
日
︶

に
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出
演
し
て
い
る
ほ

か
︑出
演
の
な
い
日
は
気
象
デ
ス
ク
と
し
て
情
報

収
集
や
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
他
の
気
象
予
報
士
の

サ
ポ
ー
ト
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
の
ほ
か
自
分
が
通
っ
て
い
た
気
象
予
報
士
試

験
講
座
の
講
師
や
企
業
や
自
治
体
が
主
催
す
る
気

象
や
防
災
に
関
す
る
講
演
で
お
話
を
す
る
機
会
も

あ
り
︑日
々
︑言
葉
で﹁
伝
え
る
﹂こ
と
の
面
白
さ
と

難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
︑日
本
赤
十
字
社
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
小
・
中
・
高
校
生
向
け﹁
ま
も
る
い
の
ち　

ひ

ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
﹂や
幼
稚
園
・
保
育
所
向
け
の﹁
ぼ

う
さ
い
ま
ち
が
い
さ
が
し　

き
け
ん
は
っ
け
ん
！
﹂

を
拝
見
し
て
︑防
災
に
関
す
る
情
報
が
わ
か
り
や

す
く
体
系
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し

ま
し
た
︒
随
所
に﹁
伝
え
る
﹂工
夫
が
あ
り
︑私
も
子

ど
も
た
ち
に
防
災
の
お
話
を
す
る
機
会
に
ぜ
ひ

使
っ
て
み
た
い
で
す
︒

　

異
常
気
象
を
も
た
ら
す
地
球
温
暖
化
問
題
は
さ

ら
に
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
︒
家
族

や
大
切
な
友
だ
ち
を
守
る
た
め
に
︑今
後
ま
す
ま

す
防
災
知
識
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
で
し
ょ
う
︒

私
も
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
そ
う
し
た
知
識

を
広
め
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
し
︑防
災
教

育
を
普
及
す
る
た
め
の
企
画
・
制
作
に
も
関
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

JRC_2019全頁+単.pdf   16   2019/02/13   19:59



17

災
害
時
に
自
分
の
命
を
ど
う
守
る
の
か
︒
防
災
教
育
の
普
及
に
務
め
る
日
本
赤
十
字
社
は
︑

2
0
1
8
年
8
月
︑幼
稚
園
・
保
育
所
向
け
の
防
災
教
材﹁
ぼ
う
さ
い
ま
ち
が
い
さ
が
し
　
き
け
ん

は
っ
け
ん
！
﹂︵
以
下
︑﹁
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
﹂︶を
完
成
さ
せ
四
千
セ
ッ
ト
を
製
作
︒
全
国
の
青
少
年

赤
十
字
加
盟
園
・
保
育
所
に
配
布
し
ま
し
た
︒
幼
稚
園
・
保
育
所
だ
け
で
な
く
小
学
校
低
学
年
に
も

汎
用
性
が
あ
る
と
評
判
の
こ
の
教
材
︒
今
回
は
︑さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
の
活
用
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

■
や
っ
ぱ
り
使
え
る
！ 

幼
稚
園
・
保
育
所
で
の

　 

教
材
活
用 （
武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
）

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」。
元
気
な
声
で
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
の
4
歳
児
ク
ラ
ス

21
人
の
園
児
た
ち
。
防
災
関
連
の
活
動
で
は
毎
月
1
回
、

避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
義
は
テ
ー
マ「
地
震
」の
シ
ー
ト
を
使
い
、地

震
が
起
き
た
際
の
行
動
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が

考
え
、発
見
し
て
い
き
ま
し
た
。
担
任
の
田
村
智
子
保
育

士
が
園
児
た
ち
の
興
味
を
上
手
に
ひ
き
つ
け
な
が
ら
日

常
で
起
こ
り
得
る
災
害
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

説
明
が
終
わ
る
と
4
つ
の
班
に
分
か
れ
、教
材
の
シ
ー

ト
に
描
か
れ
た
危
険
な
箇
所
や
危
な
い
行
動
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
次
々
と
指
摘
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
探
し
た
り
、比
べ
た
り
す
る
の
が
楽
し

い
よ
う
で
、〝
ま
ず
は
描
か
れ
た
絵
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
〞と
い
う
作
り
手
の
願
い
が
現
実
の
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、気
づ
い
た
点
を
一
人
ひ
と
り
が
全
体
に
向
け

て
発
表
。
お
友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、正
し
い
行
動
が

学
べ
る
と
と
も
に
、危
険
な
行
動
や
間
違
っ
た
行
動
に
つ

い
て
、「
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
」を
皆
が
考
え
て
学
ぶ
こ
と

で
、子
ど
も
た
ち
に
も
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
く
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。

　

田
村
保
育
士
は
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」が
こ
れ
ま
で

の
教
材
と
違
う
点
に
つ
い
て
、「
災
害
時
の
瞬
間
が
描
か

れ
て
い
る
点
」だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、身
を
守
る
行

動
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、普
段
の
生
活
の
中
で
も
指
導
し

て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

広
が
る
！
自
ら
の
命
を
守
る
教
育

﹁
ぼ
う
さ
い
ま
ち
が
い
さ
が
し
　
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
﹂

幼
稚
園
・
保
育
所
向
け
防
災
教
材

␜⢕報告

活用
報告

「みんな、この絵を見て！」「どこが危ないと思う？」といった保育士の

呼びかけで、園児たちはどんどん絵の世界に引き込まれていきます。

ủ⁆಑⧒ᄋ⽌ಋ౺ಉ����ᩋ��–౮ಬ㯇⦈
ೢഝഁಎጂಲಭಡ౺ಂనᩓ౧౩಄౮ಬぷኛ಑
ᑤ಑᡾ಭἣವ㟽ಎ၆౴ಉಞ౺౧ಋ⽊౫಍౯
ಬధḺಲಆಉ౰ಡ౺ಂన
౶಑ủ⁆ಒధ␋⏦ಧᘇ㲭ధ㲜ᢢ಍ಌ಑೧ഝ೿
ವᏯಭ྾౵ಉ౧ಡ౼నᗮಊ౶౩౺ಂᏯⷐಢವ
㑯౩౶ಋಊధ㰚☂ಎಇ౧ಉ಑⩭㙪ವᡔಌಥ౮
ಬᢥἳಛၹ౫ಮಋ౧౩ἣ⏜ಥ
౥ಮಋᮂ౧ಡ౼నల౰౴ಶ
ಒಆ౴ಶ䈧ళಒಀ౩౺ಂ
౶ಋ౯ᢓ⟝ಊ౰ಮᐆ⿧ᮊ
಑౥ಮủ⁆ಊ౼న

監修：防災＆情報研究所　
代表　髙梨 成子氏

専門家の声
子どもたちの意見はさまざま。大人が想定

していたこととは違う答えがどんどん出て

きますが、それも大事な発見のひとつ。

この人
あぶないよ！

ぼくだったら

どうしたら
いいのかな？

こうするよ！

汎
用
性
が
あ
る
と
評
判
の
こ
の
教
材
︒
今
回
は
︑さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
の
活
用
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

保
育
所
で
の

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」。
元
気
な
声
で
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
の
4
歳
児
ク
ラ
ス

人
の
園
児
た
ち
。
防
災
関
連
の
活
動
で
は
毎
月
1
回
、

避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
講
義
は
テ
ー
マ「
地
震
」の
シ
ー
ト
を
使
い
、地

震
が
起
き
た
際
の
行
動
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が

考
え
、発
見
し
て
い
き
ま
し
た
。
担
任
の
田
村
智
子
保
育

武蔵野赤十字保育園
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■
や
っ
ぱ
り
使
え
る
！ 

幼
稚
園
・
保
育
所
で
の

　 

教
材
活
用 （
武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
）

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」。
元
気
な
声
で
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、武
蔵
野
赤
十
字
保
育
園
の
4
歳
児
ク
ラ
ス

21
人
の
園
児
た
ち
。
防
災
関
連
の
活
動
で
は
毎
月
1
回
、

避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
義
は
テ
ー
マ「
地
震
」の
シ
ー
ト
を
使
い
、地

震
が
起
き
た
際
の
行
動
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が

考
え
、発
見
し
て
い
き
ま
し
た
。
担
任
の
田
村
智
子
保
育

士
が
園
児
た
ち
の
興
味
を
上
手
に
ひ
き
つ
け
な
が
ら
日

常
で
起
こ
り
得
る
災
害
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

説
明
が
終
わ
る
と
4
つ
の
班
に
分
か
れ
、教
材
の
シ
ー

ト
に
描
か
れ
た
危
険
な
箇
所
や
危
な
い
行
動
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
次
々
と
指
摘
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
探
し
た
り
、比
べ
た
り
す
る
の
が
楽
し

い
よ
う
で
、〝
ま
ず
は
描
か
れ
た
絵
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
〞と
い
う
作
り
手
の
願
い
が
現
実
の
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、気
づ
い
た
点
を
一
人
ひ
と
り
が
全
体
に
向
け

て
発
表
。
お
友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、正
し
い
行
動
が

学
べ
る
と
と
も
に
、危
険
な
行
動
や
間
違
っ
た
行
動
に
つ

い
て
、「
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
」を
皆
が
考
え
て
学
ぶ
こ
と

で
、子
ど
も
た
ち
に
も
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
く
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。

　

田
村
保
育
士
は
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」が
こ
れ
ま
で

の
教
材
と
違
う
点
に
つ
い
て
、「
災
害
時
の
瞬
間
が
描
か

れ
て
い
る
点
」だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、身
を
守
る
行

動
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、普
段
の
生
活
の
中
で
も
指
導
し

て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

■
も
っ
と
使
え
る
！ 
小
学
校
に
お
け
る
応
用
事
例

　
（
い
わ
き
市
立
菊
田
小
学
校
）

　

い
わ
き
市
立
菊
田
小
学
校
2
年
3
組
の
児
童
24
名
を

対
象
に
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」を
活
用
し
た
防
災
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
、

2
0
1
8
年
7
月
の
豪
雨
災
害
や
8
月
の
北
海
道
地
震

の
災
害
の
様
子
を
学
び
ま
し
た
。
災
害
の
種
類
や
被
害

な
ど
基
本
的
な
こ
と
が
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、4
つ
の
班

に
分
か
れ
、教
材
の
絵
を
見
て
危
な
い
場
所
や
危
険
な
行

動
を
し
て
い
る
人
を
探
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

だ
い
た
い
の
意
見
が
出
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、担
任

の
白
石
優
先
生
が
答
え
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

菊
田
小
独
自
で
工
夫
し
た
こ
と
は
、モ
ニ
タ
ー
に
答
え

の
絵
の
拡
大
画
面
を
映
し
出
す
こ
と
。
絵
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、解
説
ポ
イ
ン
ト
が
確
実
に
伝
わ

り
ま
す
。

　

授
業
の
最
後
に
、自
ら
を
守
る
た
め
の
防
災
グ
ッ
ズ
を

紹
介
。
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
に
つ
い
て
家
庭
で

も
話
し
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
松
本
光
司
校
長
の
説
明

で
、45
分
の
授
業
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
材
の
良
い
点
に
つ
い
て
白
石
先
生
は
、「
ま
ず

絵
が
可
愛
い
、そ
し
て
グ
ル
ー
プ
活
動
に
使
い
や
す
い
よ

う
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、ま
た
、小
学
校
で
は
深
い
学
び
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
現
場
で
の
活
用
が
広
が
り
そ
う
で
す
。

「風が強い」「雨が降ってる」「雷雲があるね」「何番の子が危ない」。

あちこちから意見が飛び交います。

東日本大震災の直後は避難所となった菊田小学校。2018年3月には、
5年生と当時のボランティア経験者がご飯とレトルトカレー（500食分）
の炊き出しをするなど、経験を次の世代につなげる活動も行っています。

幼稚園・保育所向け防災教材

「ぼうさいまちがいさがし　
きけんはっけん！」

災害時の危険（場所・行動）について伝え、
自分の身を守るための基礎的な知識や判
断力を身に付けてもらうことを目指した
教材です。

http://www.jrc.or.jp/activity/youth/prevention/

教材は日本赤十字社
HPからダウンロード
することができます。

今回、「きけんはっけん！」を授業で使うにあ
たり、答えの見せ方に工夫しました。また、
児童が集中できるのは 30 分程度なので、時
間配分に留意し、冒頭で災害について説明し
たり、最後に避難袋を紹介して子どもたちか
ら保護者へ災害への備えについて話しても
らうという狙いも加えました。小学校低学年
の授業における活用はほかにもさまざま考
えられます。例えば「まもるいのち ひろめる
ぼうさい」と組み合わせた
活用方法もあるでしょう。
そうした点からもこの
教材は大変意味のある
ものだと思います。

いわき市立菊田小学校　
松本 光司校長

指導者の声

川のそばは
あぶないね

あぶないことを
しているのはだれかな？

この中なら
だいじょうぶ！

小
学
校
に
お
け
る
応
用
事
例

小
学
校
に
お
け
る
応
用
事
例

2244
名
を

対
象
に
、「
き
け
ん
は
っ
け
ん
！
」を
活
用
し
た
防
災
授

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
、

2
0
1
8
年
7
月
の
豪
雨
災
害
や
8
月
の
北
海
道
地
震

の
災
害
の
様
子
を
学
び
ま
し
た
。
災
害
の
種
類
や
被
害

な
ど
基
本
的
な
こ
と
が
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、4
つ
の
班

に
分
か
れ
、教
材
の
絵
を
見
て
危
な
い
場
所
や
危
険
な
行

あぶないことを

いわき市立菊田小学校

日赤  きけんはっけん！で検索！

小学生になると文章で

も表現できるため、記入

シートを用意しました。「風が強い」「雨が降ってる」「雷雲があるね」「何番の子が危ない」。

あぶないことを
いるのはだれかな？

あぶないことを
してしてし い

小学生になると文章で

も表現できるため、記入

シートを用意しました。

東日本大震災の直後は避難所となった菊田小学校。2018年3月には、
5年生と当時のボランティア経験者がご飯とレトルトカレー（500食分）
の炊き出しをするなど、経験を次の世代につなげる活動も行っています。
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﹁
平
成
30
年
度
青
少
年
赤
十
字
国
際
交

流
集
会“Tokyo 2018”

﹂は
︑ア
ジ
ア
・

大
洋
州
地
域
の
若
者
と
日
本
の
高
校
生

の
相
互
理
解
と
親
善
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
︒
今
回
の
テ
ー
マ
は﹁
社
会

に
お
け
る
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の

役
割
を
考
え
る
﹂︒
具
体
的
に
は﹁
高
齢
化

社
会
﹂﹁
災
害
対
応
能
力
／
防
災
﹂﹁
多
文

化
共
生
﹂の
3
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン︵
行
動
計
画
︶を
考
え
て

い
き
ま
し
た
︒

　

参
加
者
は
海
外
と
日
本
の
メ
ン
バ
ー
が

混
じ
っ
た
7
～
8
人
か
ら
成
る
10
ホ
ー
ム

ル
ー
ム︵
グ
ル
ー
プ
︶に
分
か
れ
ま
す
︒
3

泊
４
日
の
日
程
の
中
に
は
ト
レ
セ
ン
の
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
︑フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養

い
︑テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
︒
最
後
に
話
し
合

い
の
成
果
を
全
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
︒
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は

高
校
教
員
の﹁
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
﹂︑通

訳
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る﹁
語
学
奉
仕

団
﹂︑高
校
生
と
世
代
が
近
い﹁
ユ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

国
境
や
年
代
︑立
場
を
越
え
た
人
々
の

〝
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
が
国
際
交
流

集
会
の
大
き
な
特
色
で
す
︒

  　

最
終
日
前
日
の
11
月
24
日︵
土
︶︑各

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
終
了
後
︑各
国
の
民
族
衣
装
な
ど
を

ま
と
っ
て
︑歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る﹁
文
化
交

流
﹂を
開
催
︒
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
全

員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て﹁W

e are 
The W

orld

﹂を
合
唱
し
︑感
動
の
一
夜

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
︒ 2018年11月22ీ25日、⁞ဩജᗞⰧೋഋン೵೤ク㖇᭩青少年⸷ᐕセンೠーで

రᩊ᳙30年ᩪ青少年赤十字ᗞ㱤ဤ␡㲄ၷ “Tokyo 2018” ఱを㯇ᆓしました。
ြ回はアジアജ᜸⏽᧮20ೌᗞから⁖た␺ᜫംンೱー40ᐚಋ日‭ሡᗞから㲄まಆた㻀⃔⢌37ᐚ౯Ꮯጂし、

指導スೠ೤೶10ᐚ、ഇース೽ഊン೧ೄア10ᐚ、㗩ᡥᝒ၃ᗍ34ᐚಥ㤀ᔝにḺಲಭました。

࿘ᗞಊಥ㻀䄶፡౯㣭ಶಊ౧ಡ౼నြᗉధ日
本಑㻀䄶፡社ၷ಑✛⏍ಧổⲈಎಇ౧ಉ⩭

ಮ౶ಋ౯ಊ౰ಂ಑౯Ꮹ⯬ಊ౺ಂనಡಂᐙ౻೼ഝഁഌഝഁ಑
ഀഄഔ೿ഝಧ೺೩೫ഁ಑✛⏍ಥ⩭ಮ౶ಋ౯ಊ౰ధᨡᗞ౺ಂಬ
赤十字಑ၚ㯎ಋ౭ᩋᢰಭ౯᡿ሡಎῙಬ౾ಮ社ၷ಑ᢓ⟝ವ目
ᵿ౺ಉ␜ጬ౺ಉ౧౰ಂ౧ಋᮂಆಉ౧ಡ౼న

　　　　㳜ᣭᩋ赤十字ംഔೱഝಋ౺ಉᐔᗞಧᘇᙪಊಌ಑ಫ
౩ಎ㻀䄶⽌ಋ㯘ಲಆಉ౧౲౮ధ⟝ᘀಡಂ౶ಯ౮ಬಌ಑ಫ౩಍
␜ጬ౯⽊౫ಬಯಮ౮䉅
లᐙ౻೼ഝഁഌഝഁ಑ംഔೱഝ಑ᗞಊ㻀䄶፡社ၷ಑✛⏍ಒ
∄ఫಊ౥ಭధಀ಑ಂತಎಌ಑ಫ౩಍Ꮿಭⷐಢ౯㑯ಲಯಉ౧ಮ
౮ವ⩭ಮ౶ಋಒ大ኜಊ౼నಀ౩౺ಂ␺ᜫ಑တ჆ಋぷኛ಑ᗞജ
ᘇᙪವ⍃㠯౼ಮ౶ಋಊြಡಊ㔸౫಍౮ಆಂ౶ಋ౯㔸౫ಉ౰
ಡ౺ಂళ   䈮೶ೂ೘ഋ೧ഝೠഝ䉀ᚳሄ 㲃ዃ ሉ⢌䈯

テーマ

QuanYu Lu ౸ಶ
䈮࿘ᗞ䈯

⭼౯႖ಣ大ኛ⧯ಒ日本ಊಥ㻀䄶፡➕౯㻀
౧⧯న⭼ぷ㟽౯㻀䄶፡社ၷ಑࿘ಊႜ౯ಊ

౰ಮಃರ౩ಋ⽊౫ಉᏟጂ౺ಡ౺ಂనྵ 㕳ಊ㻀䄶፡ಋ㕳ಆಉಥ
ᗞജᘇᙪಎಫಆಉ౸ಡ౹ಡ಍✛⏍౯౥ಮ౶ಋ౯ಲ౮ಭ㔿㧾
౯ᩙ౯ಭಡ౺ಂన౸ಡ౹ಡ಍ᗞ಑ေಂ಄ಋㄲ㗩ಊ೔ഀആ೬
೒ഝ೘ഈഔಊ౰ಂ಑ಥヘ౧ⷖ㹪ಊ౺ಂన

ၪ㋷ ⎴⸩ ౸ಶ
䈮大ኛ⧯䈯

⭼౯႖ಣ೅ഔ೪ജೲഔ೙ഄ೷᧮ಊ大౰಍
␐⍱㒩ᢢವᏰ౴ಂ౶ಋ౯౥ಭಡ౺ಂనಀ

ಯವ౰ಆ౮౴ಎ㰚☂ಛ಑㯘᭄౯⒈ಡಭధြᗉ಑ᗞ㱤ဤ␡㲄ၷ
ಎᏟጂ౺ಡ౺ಂన㗇౺ᐕ౧಑࿘ಊధಌ಑ಫ౩ಎ౺ಂಬ☂ᢢᾈ
ಎᑤವገ౴ಬಯಮ౮ಎಇ౧ಉ಑ᜮ౲಑ೳഔ೩ವಥಬ౧ధಡಂ
㰚☂ủ⾸಑㧽㔱ᮊವሽ㗝㙪౼ಮ౶ಋ౯ಊ౰ಡ౺ಂన

　　　　☂ᢢಎᣜ౼ಮ೔ഀആ೬೧ೄ಑഍೙ഋ೉ഔ೚䈮ᗉᬳ
ዿ䈯ವ᫛፡౼ಮಂತಎ㳜ᣭᩋ赤十字ംഔೱഝಋ౺ಉಌ಑ಫ౩
ಎ㯘ಲಆಉ౧౲౮䉅
ల☂ᢢወ಑㰚☂౮ಬ☂ᢢᬟ಑ᬳをಡಊ಑೸എ೜೚ಊႜ౯ಊ౰
ಮ౮ವ㗇౺ᐕ౧ಡ౺ಂనᐙ౻␐⍱ಋ౧౩㕳ㇴಊಥᗞജᘇᙪ
ಎಫಆಉᏰ౴⋯ತಮ೬ആೃഔ೚౯㤊౧ಡ౼౯ధംഔೱഝሡᒤ
౯ᗞಧᘇᙪವ㝖౫ಉ㙸㘕ವဤಲ౺ధ⒈౧೨ೄ೚ೌ೤೘ഈഔ౯
ಊ౰ಡ౺ಂళ   䈮೶ೂ೘ഋ೧ഝೠഝ䉀࿘ဗ ⋰ሮ ሉ⢌䈯

テーマ

Vipanpreet Malhi  ౸ಶ
䈮೅ഔ೪䈯

ᐇ㶢ಎಫಮ㚿㲚㒩ᢢಊᏦေವဢ౲౺ಡ౺
ಂన᯦ ౺ಢ಑࿘ಊྵေಊಥᜮ౲಑⢌ᑤವ

Ỡ౩ಂತಎႜ౮ಊ౰಍౧౮ಋᮂ౧ಇಇᏟጂన㗩ᡥᝒ၃ᗍ಑ἣ
಑ೖ೾ഝ೩ಥ౥ಆಉ␺ᜫംഔೱഝಋಥᰪ⍥ᴷᐕಊ౰ధᬐಬ಑
㰚☂ᰪ㙪಑㻀౸ಎ大౰಍ኽ■ವᏰ౴ಡ౺ಂనᣣ⁖ಒ⧮㙽᨝ಋ
౺ಉᘇᙪ಑☂ᢢᣜ᭖␜ጬಎ㯘ಲಭಂ౧ಊ౼న

࿘᎗ 㯇ᾱ ౸ಶ
䈮྽㧽⧯䈯

3
つ
の
テ
ー
マ
を
通
し
て
社
会
に

お
け
る
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の

役
割
を
考
え
る

೨ೄスೌ೤೘ഈン೧ー೿೨ೄスೌ೤೘ഈン೧ー೿ ర㻀䄶፡⬨ၷఱర☂ᢢᣜ᭖⿧力䈵㰚☂ఱ

ᐔ೧ഝ೿౷ಋ೑ഌഝ೸೨ೄ೚ೌ೤೘ഈഔವ㑯౩ംഔೱഝ

ᩊ᳙30年ᩪ青少年赤十字ᗞ㱤ဤ␡㲄ၷ

“Tokyo 2018”開催！

グループディスカッション
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﹁
平
成
30
年
度
青
少
年
赤
十
字
国
際
交

流
集
会“Tokyo 2018”

﹂は
︑ア
ジ
ア
・

大
洋
州
地
域
の
若
者
と
日
本
の
高
校
生

の
相
互
理
解
と
親
善
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
︒
今
回
の
テ
ー
マ
は﹁
社
会

に
お
け
る
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の

役
割
を
考
え
る
﹂︒
具
体
的
に
は﹁
高
齢
化

社
会
﹂﹁
災
害
対
応
能
力
／
防
災
﹂﹁
多
文

化
共
生
﹂の
3
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン︵
行
動
計
画
︶を
考
え
て

い
き
ま
し
た
︒

　

参
加
者
は
海
外
と
日
本
の
メ
ン
バ
ー
が

混
じ
っ
た
7
～
8
人
か
ら
成
る
10
ホ
ー
ム

ル
ー
ム︵
グ
ル
ー
プ
︶に
分
か
れ
ま
す
︒
3

泊
４
日
の
日
程
の
中
に
は
ト
レ
セ
ン
の
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
︑フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養

い
︑テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
︒
最
後
に
話
し
合

い
の
成
果
を
全
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
︒
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は

高
校
教
員
の﹁
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
﹂︑通

訳
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る﹁
語
学
奉
仕

団
﹂︑高
校
生
と
世
代
が
近
い﹁
ユ
ー
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

国
境
や
年
代
︑立
場
を
越
え
た
人
々
の

〝
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
が
国
際
交
流

集
会
の
大
き
な
特
色
で
す
︒

  　

最
終
日
前
日
の
11
月
24
日︵
土
︶︑各

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
終
了
後
︑各
国
の
民
族
衣
装
な
ど
を

ま
と
っ
て
︑歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る﹁
文
化
交

流
﹂を
開
催
︒
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
全

員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て﹁W

e are 
The W

orld

﹂を
合
唱
し
︑感
動
の
一
夜

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
︒

రᜮỿ፡ረ⢌ఱ

⭼ಒ赤Ἔ–社಑೚ೠ೤೶ಋ౺ಉೃ೶್೬
೚ೠഔ಑ಂತಎᆫ౰ಂ౧ಋ⽊౫ಉ౧ಡ౼న

ြᗉ಑ᗞ㱤ဤ␡㲄ၷಊಒధ日本ವಒ౻ತᜮ౲಑ᗞ಑ㄪ⽌ಂ಄
౯ႜವ⽊౫ధಌ಑ಫ౩಍㑯ጬವ౺ಉ౧ಮ౮ವ⩭ಮ౶ಋ౯ಊ౰
ಡ౺ಂనြᗉᬧಂ⩭㔸ವ⬻ᗞ಑ေఫವ㛥౺౸౮ಬỠ౩␜ጬಎ
⢌౮౺ಂ౧ಋ⽊౫ಉ౧ಡ౼న

　　　　赤十字ಒ⛽ᢏ಑ေ⮿ధᢌủధᮂᰓ಍ಌಎᅗಮ౶ಋ಍
౲တ↽ವ㣭ತಉ౧ಡ౼౯ధಀ಑࿘ಊ㳜ᣭᩋ赤十字ംഔೱഝಋ
౺ಉಒಌ಑ಫ౩ಎ㛣❝ಊ౰ಮ౮䉅
ల౭ပ౧಑“᧺”ವ㗝ತಉధᷖ 㰻ಧ᧺ኬధᣜⰧವ౼ಮ಑ಊಒ಍
౲ధಌ಑ಫ౩ಎረ⢌౺ಉ౧౲౮ವ⽊౫ಉಥಬ౧ಡ౺ಂన೨ೄ
೚ೌ೤೘ഈഔವ㣛౺ಉᏦ᯳ವ⾸ಢ಍౯ಬధ౭ပ౧಑ỿ፡ಛ಑
⟤㕤ವ⒈ತಮ౶ಋ౯ಊ౰ಂಋᮂ౧ಡ౼ళ
䈮೶ೂ೘ഋ೧ഝೠഝ䉀ᬥထ ሄ ሉ⢌䈯

テーマ

Dedar Saf  ౸ಶ
䈮ೃ೶್೬೚ೠഔ䈯

࿏㕌ಒ೻ഌഝ಑日⶘⮡⍡ಃಆಂ౶ಋಥ౥
ಭధ⭼ぷ㟽ధ⣏ỿ፡⟤㕤ಛ಑㯘᭄౯౥ಆಂ

಑ಊ౶಑೧ഝ೿ವ㤥ಖಡ౺ಂనኩತಉ౭㗇౺౼ಮᗞ಑ေ౯ಞ
ಋಶಌಊధ⌿日౯ಋಉಥኽ■⦑నᐙᾈಎ⭼౯⢌␜౺ಉ౧ಮ⎱
⹜಑౶ಋವ࿉⢲಑ေఫಎ⩭ಆಉಥಬ౩ೢഄഔ೚ಊಥ౥ಭధ⯙
⇅⦑ಎ೔ഀആ೬೒ഝ೘ഈഔ౺ಉ౧ಡ౼న　

ၚᢌ⃤ ಭ಍ ౸ಶ
䈮⎱⹜⧯䈯

ᩊ᳙30年ᩪ青少年赤十字ᗞ㱤ဤ␡㲄ၷ “Tokyo 2018”

೨ೄスೌ೤೘ഈン೧ー೿

㳜ᣭᩋ赤十字␜ጬಒధ࿘ᡥ⢌಑ᾈ౮ಬ
㑯ಆಉ౧ಡ౼నᗞ㱤ဤ␡㲄ၷಊಒధ日本

಑Ꮯጂ⽌ಒ␺ᜫംഔೱഝ಑ᰪ㙪಑㻀౸ಧㄲ㗩ಎಫಮ೔
ഀആ೬೒ഝ೘ഈഔ಍ಌಎ‎ኩಒ᳷᯼౩౶ಋಥ౥ಮಋᮂ౧
ಡ౼నಀಶ಍ᾈధ2ᩋወ䈮2016䈯ಎᏟጂ౺ಂⷖ㹪ಋᏟጂ⽌ಋ
಑ᩋ䄶౯㢦౧ぷኛ಑ⷖ㹪ವ㞟ಡ౫ಉೃ೪ೱ೅೚౼ಮಫ౩
ಎ౺ಉ౧ಡ౼నྵ ေಊಥᜮ౲಑Ꮯጂ⽌౯ధᣣ⁖ధᗞ㱤ဤ␡
಑㡍ವᩙ౵ಉ౲ಯಮಋ౩ಯ౺౧ಊ౼న⭼ಒధ㳜ᣭᩋ赤十字
␜ጬವ㑯ಆಉ౧ಮᾈ౮ಬ౭ᩋᢰಭಋ㯘ಲಮ౶ಋ౯᝺౰ಊధ
⟝ᘀధ⩳․大ᡥಊᎀ⥣ജ⭝⬲಑࿉⢲ವ目ᵿ౺ಉ౧ಡ౼న

17ᩋወ಑㻀⃔ᾈၐಎ౶಑㲄ၷಎᏟጂ౺
ಉధ೽ഊഔ೧ೄೃ಑ⶶᾱಬ౺౸ವ⩭ಭధ

౮౴౯౫಑಍౧ၚ㯎ವᬧಡ౺ಂనಀಶ಍ぷኛ಑ⷖ㹪ವ⢌
౮౺ಉధ日本ᐔᘇಋ࿉⢲ᐔᗞ౮ಬ⁖ಂㄪ⽌ಂ಄౯ሆᢓ౺ಂ
ⷖ㹪౯ಊ౰ಮಫ౩ధြᗉ೔ഝ೨ೄ೮ഝೠഝಋ౺ಉ౶಑␜ጬ
ಎḺಲಆಉ౧ಡ౼నᾭ〉ಒၷ社ᒤಋ౺ಉ၃တವ౺ಉ౧ಡ
౼౯ధ㳜ᣭᩋ赤十字಑᱖ᩪ目∭ల⍥ಈ౰ధ⽊౫ధᢓ㑯౼ಮళ
ಒ೴೙೮೚ಎಥ㣛౻ಮಥ಑౯౥ಮಋ᰸౻ಉ౧ಡ౼న

ᣬ㻁 ᅦ᜻㥜 ౸ಶ

 From Staff  ర⭼た಄ಥᏟጂ⽌でしたఱ

㗩ᡥᝒ၃ᗍജ೔ഝ೨ೄ೮ഝೠഝ

3ಇ಑೧ഝ೿ಊᐔ೑ഌഝ೸౷ಋ㗇౺ᐕಆಂ౶ಋವደಧೲഐഝ೾೅ഔ೩ಊሡႚ⦈㒅日本ംഔೱഝሡᒤಊೞഝഊഔⳈವᵁ㳇

⁇⁧㡂⋵ ౸ಶ 
ഇഝ೚೽ഊഔ೧ೄೃ

Tokyo2018಑೧ഝ೿ೞഔ೑
లWe are the Worldళವ⋠౩ᐔᗞംഔೱഝ

グループディスカッションの発表文化交流
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　赤十字಑⵱⭂ಎᙺಈ౰ధ࿉⢲಑ᩊᑰಋေ㶔಑⭝
⬲ಎ㛣❝ಊ౰ಮေ㯎ಎ᳙㮺౺ಉಞ౺౧ಋ౧౩㶐౧
౮ಬధ赤十字社㣣⧏䈮⟝ᘀ಑ᗞ㱤赤十字ജ赤Ἔ–社
㣣⧏䈯ಒ1922ᩋಎ㳜ᣭᩋ赤十字ವዥ㖖౼ಮ౶ಋವ
⎝ತಡ౺ಂన日本಑㳜ᣭᩋ赤十字ಒధ1922ᩋಎ┎
㛻⧯಑᡾ᤲᣨᨧ㻀ⱼᣬᡥ 䈮⃔⟝ᘀ಑᡾ᤲᨈⰧ᡾ᤲᣬ
ᡥ⃔䈯ಎ㗣⢌౺ಂలᣭᩋ赤十字ళ౮ಬỲ౫ಉ90ᩋၒ
྾಑㮺౧⋾ᐉವಥಆಉ౧ಡ౼న

　ⱨྵ⋈࿉⢲大ᳪ಑ಋ౰ధೌ ೫ೡధೃംഋೌధೋഝ೚
೩ഊഋೃధ೅ೠഋೃ಑ᡥ⃔಑⢌ᬤಋሉ⢌ಒధᳪဎಊ
ㄫ౺ಣഉഝഎ೤ೲ಑ေఫವ಍౳౸ತጏಡ౼ಂತధᴆ
ⶰಧ೸഍ೝഔ೩಍ಌವ赤十字ವ㣛౻ಉᤕ౴ಡ౺ಂన
　౶ಯ౯౰ಆ౮౴ಋ಍ಭధ㳜ᣭᩋ赤十字౯㗣⢌౺ಡ
౺ಂన

ေ㤈⦑಍ლᄹ㕑を࿉⢲のᡔಌಥた಄ಛᡔಌಥた಄のర⍥ಈきఱをきಆか౴に

赤十字をủ⁆に、ర⢌きಮ力ఱを⾸ಉಮ
　㳜ᣭᩋ赤十字಑␜ጬಒధᡔಌಥಂ಄಑ᮂ⽊ዿജካἙዿജ
㒅⟝ዿವ㷚౩ಋಋಥಎధ೔ഀആ೬೒ഝ೘ഈഔ⿧ዿಧ㕳㗩␜
ጬ಑ሆᢓವ․ᬙಊ౰ಡ౼న
　赤十字ಎಒధေ㯎಑ᑤಋᅦ᩵ధᣧᏔವ᡾ಮಂತಎ࿉⢲࿘
ಊ␜ጬ౼ಮ࿘ಊᬧಂⷖ㹪ಧ೮೤೩ഐഝ೐಍ಌ౯౥ಭಡ౼న
赤十字ಀ಑ಥ಑ವలủ⁆ళಋ౺ಉధᡛኛಎ౷␜⢕౲ಃ౸౧న

青少年赤十字が
大切にしていること

はじまり

青少年赤十字の導入・
活用のメリット

青少年赤十字
加盟校数・メンバー数

加盟校数 1万 4,127 校 メンバー数  330 万 9,153人
加盟校数・メンバー数ともに2018年3月現在

ᩙ౲࿉⢲಑㳜ᣭᩋವ⩭ಭధၚヘ౲
ገ౴ᐕ౩⵱⭂ವ㷚౩

ေ㯎ಋ౺ಉ社ၷ಑ಂತధေ಑ಂತಎ
ᤍ౲౼㛪ၟವぷ㕂౺ధᢓ㑯౼ಮ

⢌ᑤಋᅦ᩵ವ大ኜಎ౼ಮ

᱖ᩪ目∭実㞒目∭

ᅦ᩵ജ᡿ሡ

ᝒ၃

ᗞ㱤⟤㕤ജ㕌ᓼ
␜ጬಎᏯಭⷐಢధ㖲ლಋᏨ⧧ವ
⋈ಛ␜౮౼

ᓢ㶅㕤⎝಑ಂತ಑㤈ⱽಧ
ἣ⏜ವᷢಮ

㟽㢦಍ᓢ㶅ವ⦈㔸౼ಮ
⍥ಈき

⽊౫

実㑯すಮ

青少年赤十字の 青少年赤十字の

బ青少年赤十字䈮JRC䈯ಋはభ

×

（平成29年度）

ਉ ᩓ⮵ᗮജᄂ⾸᳽

ਉ ᣬᡥ⃔

ਉ ࿘ᡥ⃔

ਉ 㻀ⱼᡥ⃔

ਉ ⛽ኬệḖᡥ⃔

加盟校数・メンバー数ともに

࿘ᡥ⃔
3,443⃔
952,552ေ

㻀ⱼᡥ⃔
1,893⃔
279,937ေ

⛽ኬệḖᡥ⃔
166⃔
15,422ေ

ᩓ⮵ᗮജᄂ⾸᳽
1,663ᗮജ᳽
142,526ေ

ᣬᡥ⃔
6,962⃔
1,918,716ေ

ᩓ⮵ᗮജᄂ⾸᳽
1,663
142,526

加盟校数

メンバー数
330 ྻ  9,153ေ

1  ྻ4,127 ⃔

ܸ౶಑10ᩋಊ⶝73ྻေᛖጂ౺ಉ౧ಡ౼న

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

JRC_2019全頁+単.pdf   21   2019/02/13   19:59



22 Junior Red Cross Information 2018

赤十字ഇഝ೚೽ഊഔ೧ೄೃ䈮ᢵᤲ⧯䈯
����ᩋ�–౮ಬ赤十字೽ഊഔ೧ೄೃಋ౺ಉ␜ጬ࿘
࿣ಎధలೋೠഅᡔಌಥ㶽ᚁళ䈮ᢵᤲ⧯㻀᥇ᨈ䈯ಊ಑㤀ᔝ೽ഊഔ೧ೄೃಋ౺ಉ␜ጬన

赤十字ユースとして
子ども食堂の運営に参加
᥇ᤲ�㆏ᝑ

大ᡥ⢌ಎ಍ಆಉಥ-5&ಋᐙ౻赤
十字಑ഇഝ೚೽ഊഔ೧ೄೃಋ౺
ಉ␜ጬ౼ಮ౶ಋ౯ಊ౰ಡ౼న
㗉౺౲ಒᐔ都㤈ᩥ⧯ệ㥫ಛ

　⭼ಒధ����ᩋ�–��日౮ಬ��日಑�日㯎ధⱨ��ᗉ㳜ᣭᩋ赤十字೚ೠ
೨ೄഝജ೜ഔೠഝಎᏟጂ౺ಡ౺ಂనြᗉ಑೧ഝ೿ಒలぷኛ಑⩭ಬ಍౧ぷ
ኛವ⩭ಮళన㯇ၷ᪹ಊల౶಑�日㯎ధぷኛ಑┸౻ಂ౧ေವ┸౻಍౸౧ళಋ
౧౩ሉ⢌಑ೃ೪ೱ೅೚ವᏰ౴ధ⭼ಒܢ⯙⇅⦑಍ေܣವ┸౻ಫ౩ಋ⎝ತ౧
ರ౧ರ಍ေಎ㗇౺౮౴ಉ౧౲ಋధᰪᜫಎಥ౼౳ಎᴍ಄㕤౴ಮ౶ಋ౯ಊ
౰ಡ౺ಂన
　�日目಑㰚☂ủ⾸㙇⼖ಊಒధ።࿺᧮㚿㲚ಊ㒩ᢢವᏰ౴ಂ大ኛ⧯಑ሉ⢌
಑౭㗇౺౮ಬధ᫯ᾈ಑✛⏍ವሄಎぷኛಂ಄ధᘇᙪధ㑯ổ౯ಊ౰ಮ౶ಋವ
ംഔೱഝಊ㗇౺ᐕ౧ధ∴㣠ⶰಎಡಋತಡ౺ಂన౶಑ᾈ౮ಬぷ♎ಋሡᒤಊ
ᰪ㔸ವኒ౼౶ಋ౯ಊ౰ಮಫ౩ಎ಍ಭಡ౺ಂనᜪ㶽಑ᾈ㯎ಒኩᣜ㳨ᐙᜎ
಑᨞ಊ⸲᫙౺ಡ౺ಂ౯ధಀಯಁಯ಑ᘇᙪ಑ἣ㕳ధᡥ⃔಑౶ಋ಍ಌಊ㗇౯
᫡ಢధᾈ㯎౯㝦ಭ಍౧ಞಌಊ౺ಂన
　�日目಑㤥ᴾ㙇ᩫಊಒలေ㤈ಎಇ౧ಉ⽊౫ಮళವ㤥ಖಡ౺ಂనတወ㗺
㶅ಊ⽊౫ವಡಋತಂ೻ഝೲഝವሄಎధေ㤈ಋಒေ㯎಑ᣧᏔಋ⢌ᑤವ᡾
ಮ౶ಋಊ౥ಮధಋ౧౩ᙺ本ಧధ赤十字౯ᷰ౵ಮ�Ꮕዃಎⷚಖಇ౴ಉᡥ⼭
౺ಡ౺ಂన౶಑㙇ᩫವ㣛౺ధေ㤈ಛ಑⒈౧をᑝಋధぷኛ಑⽊౫ಎᅗಭವ
ಥಆಉಒ౧౴಍౧ಋ౧౩⍥ᵻ಄ವᵻ಄ಡ౺ಂన⼪日಑ぷ࿣⪆ᄋಊಒధᡥ
ಶಃ౶ಋವ⢌౮ಀ౩ಋధေ㤈಑ഐഝ೐೘ഈ೤೸ವ㯇౰ధሉ⢌ಧၚ㯎ಋಂ
౲౸ಶᰪ㔸ဤḈ౺⟤㕤ವ⒈ತಡ౺ಂన
　౶಑�日㯎ధ⯙⇅⦑಍ေವ┸౻ಮಇಥಭ౯ధぷ♎ಋ⦈㕳ಧ㑯ጬ౯ಊ౰
ಮಫ౩ಎ಍ಆಉ౧ಂ౶ಋಎ⭼ぷ㟽ధ㺓౰ಡ౺ಂన⟝ᘀಒ⧯಑᎖㙸ၷၷ㮺
ಎ಍ಭధ␜⦈ಎ␜ጬವ⸋౴ಉ౧ಡ౼న

　ᡔಌಥ㶽ᚁ಑౶ಋವ⩭ಆಂ಑ಒ㻀⃔⢌಑ᾈనြ㣛ಆಉ౧ಮ大ᡥ಑ሉ
⢌ಋధᡔಌಥ㶽ᚁ಑೚ೠ೤೶಑ἣ౯ᡔಌಥ಑㛥ᗖಎಇ౧ಉ㗇౺ᐕ౩⭝
⬲೶ೊഝഊഁಎᏟጂ౺ಂ౶ಋ౯౰ಆ౮౴ಊ౼నಀ಑ᾈధြ಑日本ಎಒ�
ေಎ䈷ေ಑ᡔಌಥ౯㛥ᗖ✛᱖ಎ౥ಮಋ౧౩౶ಋధ⃣ᢥἳ፡ಧಕಋಭ㕌
ᢥᩰధረᆫ౰ಎಫಆಉᡔಌಥ಑ᡣ㶽౯ᛖ౫ಉ౧ಮ౶ಋವ⩭ಭಡ౺ಂన
　ᢓ㱤ಎᡔಌಥ㶽ᚁಎḺಲಭಒ౻ತಂ಑ಒధ㻀⃔಑-5&㥫಑㥫␜ጬಋ
౺ಉన㻀⃔⢌಑ᾈಒ㶽တ಑㦥ぎ౯࿘᭄ಊ౺ಂనᡔಌಥಂ಄಑ⱗ㶌ಧల౷
಄ಀ౩౸ಡళ಑ᜒ౯ಋಉಥᠺ౺౮ಆಂಊ౼న
　ᡔಌಥ㶽ᚁಒధᎄᐚಊ㶽⁆ವ㣆ಆಉ྿౸ಆಂಭధᘇᙪ಑ἣ౯㧾ㆾವḀ
ვ౺ಉ྿౸ಆಂಭಋᜮ౲಑ᇱ౺౸౮ಬ᳙ಭⰧಆಉ౧ಡ౼నᡔಌಥಂ಄
ಎ⒭౮౧㶽တಋᤒ᚝᳽ವḀვ౼ಮ౶಑᭄⒭ಡಮ␜ጬವ⸋౴ಂ౲ಉధ大
ᡥಎሞಆಉ౮ಬಥ赤十字ವ㣛౻ಉᏟጂ౺ಉ౧ಡ౼న
　大ᡥ⢌ಎ಍ಆಂြಊಒధ赤十字ഇഝ೚ಋ౺ಉᡔಌಥಂ಄ಛ಑㶽တႣ
ಭ౮ಬḺಲಮಫ౩ಎ಍ಭಡ౺ಂనల᡿ሡಊ౭౧౺౲ధ⃈㷚ೱഊഔ೚౯ಋ
ಯಂಥ಑ವ౭಍౮౧ಆಔ౧㶽ಜಉಥಬ౧ಂ౧ళనಂ౲౸ಶ಑ᡔಌಥಂ಄
಑ၷ㗇ಋⱗ㶌ಎၷ౩౶ಋ౯ಊ౰ಮ౶಑␜ጬనぷኛ౯ြኒ⁖ಮ౶ಋಋ౺
ಉధ౶ಯ౮ಬಥ␜ጬವ⸋౴ಉ౧౰ಂ౧ಋᮂಆಉ౧ಡ౼న

ᙼ➖⧯Ⱗ᥍√㻀ⱼᡥ⃔　�ᩋ　

全国スタディー・センター
を終えて

ጂ㋷�⹌ኄ

青少年赤十字メンバー 赤十字ユースボランティア青少年赤十字　　　　　 ユースの声

青少年赤十字␜ጬ✛⏍のアンケートⷚ⁾報ᑇ

ြᗉアンケートにご協力くださಆಂのಒథᐕ㕺ಊ   తతతతಊ౺ಂద⦓∄థご協力౥ಭ౯ಋ౩ご౹いಡ౺ಂ！

回答くださಆたἣの青少年赤十字指導⋾

㤃Ꮫ3年ၒሷにᡥ⃔ሷで-R&を
ᰪ㙪した␜ጬを㑯ಆたこಋ౯౥ಮ

ਉಌのಫ౩಍᚝㳨

ಀの࿘でಥ　　　　౯రᡥ⃔ሷのឬᒤၷ␜ጬಧ
㥫␜ጬ、ಀの၄ᡥ⃔㑯တఱの࿘で-R&を
ᰪ㙪した␜ጬをしಉくださಆಉいます。

ਉ-R&␜ጬに㯘ಲಮ⢌ᬤಛのヘいᬇ㵏��ト೤೸3はܬ䉅䉅
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၄⽌ಛの⟤㕤ಧᮂいಧಭの
᭄౯⾸ಆಉきた

⢌ᑤಋᅦ᩵を᜸ኜに
できಮಫ౩に಍ಆಉきた
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青少年赤十字　　　　　青少年赤十字　　　　　
赤十字活動に関わる

～青少年赤十字を卒業したら赤十字ユースボランティアにご協力ください～

䈮᳽ᤢ䉀ᢵᤲᗞ㱤大ᡥ�ᡔಌಥ⾸᳙ᡥ㥫�ᩋ䈯
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日本赤十字社　東京都港区芝大門1丁目1番3号
http://www.jrc.or.jp/TEL. 03-3437-7083　FAX. 03-3432-5507

Junior Red Cross Information 2018

指導情報 2019 のアンケートにご協力ください！
https://questant.jp/q/YP6PHTTD

このURLまたはQRコードからアンケートページに
アクセスできますので、ぜひご協力ください。

2019年8月31日までにご回答をお願いします。

良い意見、改良点なども
お待ちしています。

指導情報アンケートに
ご協力ください！

指導情報 2019 のアンケートにご協力ください！
https://questant.jp/q/YP6PHTTD

指導情報アンケート
ご協力ください！

みなさまのご意見を
お聞かせください！

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

表4X4.pdf   2   2019/02/14   10:17




